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入高山遺跡航空写真 (南 より)(浅間を望む。青い屋根が藤田エンジエアリング株式会社)
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人高山遺跡 航空写真 (倖 iよ り)
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H2号住居址 完掘 (西 より) H2号住居址 カマ ド(南より)

H2号住居址 カマ ド(北 より) H2号住居址 カマド土器出土状況 (北 より)

H2号住居址 カマド土器出土状況 (南 より) H2号住居亀L カマド土器出土状況 (東 より)

H2号住居址 カマ ド堀方 (東 より) H2号住居址 堀方 (西 より)
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H7号住居址
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H7号住居址
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本書は平成11年度の藤田エンジエアリング株式会社による工場造築工事に伴う発掘調査の報告書である。

発掘調査は藤田エンジエアリング株式会社の委託を受け、佐久市教育委員会文化財課が担当した。

本書に掲載した地図は建設省国土地理院発行の地形図 (1:25,000)、 佐久市発行の基本図 (1:2,500)を使用

した。

発掘調査は林幸彦 。佐々木宗昭・小林真寿・森泉かよ子が主に担当し、本書の編集は堺益子・森泉、執筆は森泉

が行った。

航空写真はUR測量社に委託し、それを使用している。

本遺跡の遺物等の資料は佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

遺構の略号は次の通りである。

H一竪穴住居址、D―土坑、P―単独ピット、M―溝址

遺構番号は発掘調査時の番号を変更しないでそのまま使用しているため欠番がある。

挿図中の遺構の縮尺は原則として 1/80である。異なる場合は図中に明記してある。

挿図中の遺物の縮尺は 1/4で ある。異なる場合は図中に明記してある。

挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。

遺構
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6、 遺物の出上位置の表記は下図の住居址分割による。
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第 I章 発掘調査の概要

第 菫章 発掘調査の概要

饒 鵞節 ド鰊の経隆

入高山遺跡がある周防畑遺跡群は佐久市の北部、佐久市長土呂地区に所在する。浅間山をみなもとの第 1軽石流の

堆積地域で河川の浸食により、田切り地形が発達している。標高721～ 724mを沢1る 台地に位置する。この台地周辺に

は、北方から近津遺跡群、入高山遺跡のある周防畑遺跡群、その南に芝宮遺跡群・枇相坂遺跡群などの遺跡群が展開

している。またこの地域は止信越自動車道関係の発掘調査をはじめ、佐久流通業務団地造成事業、道路整備事業、区

画整理事業、民間開発等に伴う大規模な発掘調査が相次いで行われている地域である。

今回藤田エンジエアリング株式会社により工場造築工事が行われる事になり、試掘調査をしたところ、遺構 。遺物

が検出された。開発により、これらの遺構・遺物の破壊が余儀なく、記録保存を目的とする発掘調査をすることと

なった。調査は藤田エンジエアリング株式会社から委託を受け、佐久市教育委員会が調査を実施した。

遺  跡  名  周防畑遺跡群入高山 (い りたかやま)遺跡 (略号 NSI)

所  在  地  佐久市大字長土呂字入高山970-1、 97-13

調 査 委 託 者  藤田エンジエアリング株式会社

開 発 事 業  工場増築工事

発掘調査期間  平成11年 11月 4日 ～11月 28日

整理調査期間  平成11年11月 ～平成13年 3月

調 査 面 積  2,724ぽ

炒 オ型 焦竪 上 f栽929凛F1第 1図



第 I章 発掘調査の概要

第 2節 調査体制

(調査受託者 )

教 育 長 依田 英夫

(事務局)

教 育 次 長 Jヽ林 宏造

文化財課長 草間 芳行

文化財係長 荻原 一馬

文 化 財 係 林 幸彦 須藤 隆司 小林 真寿 羽毛田卓也 冨沢 一明 上原 学 山本 秀典 出澤 力

調 査 主 任 佐々木宗昭 森泉かよ子

調査副主任 堺 益子

調査担当者 林 幸彦 小林 真寿 佐々木宗昭 森泉かよ子

調 査 員

岩崎 重子 江原 富子 小田川 栄 木内 明美 小金澤たけみ 小林よしみ 小林百合子 小林喜久子

小山  功 佐藤 愛子 澤井 五月 篠崎 清一 中島フクジ 中條 悦子 成澤 冨子  花里四之助

花里三佐子 林 美智子 細谷 秀子 堀籠 滋子 堀籠みさと 真島 保子 増野 深志  水間 雅義

柳澤千賀子 山浦 豊子 和久井義男

第 3節 調査日誌

(平成11年度)

平成11年11月 4日

重機で遺構検出地点の表土削平。

11月 8日

重機による表土削平。

遺構検出作業。遺構の掘り下げに入る。

基準杭設定。

11月 9日

遺構検出 。遺構の掘り下げ開始。

11,126日

本日で現場での作業終了。

11ナ128日

ラジコンヘリによる航空撮影。

11月 28日 ～3月 31日

土器洗浄、注記、図面修正、写真整理作業。

土器接合・石膏復元、土器・石器実測、

遺構 。遺物図の トレース作業。

(平成12年度)

平成12年 4月 ～平成13年 3月

遺構・遺物図の トレース、土器・石器実浪I、

遺物の写真撮影、図版作成、原稿執筆、編集を

行い、報告書を刊行する。

作業風景

作業風景

H3号住居址



第 I章 発掘調査の概要

第 4節 検出遺構 0遺物の概要

遺   構 遺   物

竪穴住居址    8棟
古墳時代   5棟
奈良時代   2棟
平安時代   1棟

掘立柱建物址   8棟
単独ピット    160個
陥穴       1基
満       3本
円形周清     1基

土器

土師器

須恵器

石器

編物石

臼玉

紡錘車

スリ石

凹石

砥石

鉄製品

刀子

釘

鉄鏃

飾太刀鞘尾金

第 2図 入高山遺跡遺構配置図 (1:1,000)



第菫章 遺防の立地と興境
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第 3図 入高山遺跡発掘区設定図



第Ⅲ章 遺跡の立地と環境

入高山遺跡が所在する周防畑遺跡群は、佐久市の北部、浅間山南麓の末端部に位置する。この地域は、火山山麓特

有な田切り地形が発達した地域である。これらの田切りは、御代田方面から南西方向に放射状に伸びている。人高山

遺跡地点も浅問火山がもたらした浅問第一軽石流 (Pl)が厚く堆積 している。この軽石流堆積物は固結凝集が不十分

で水の浸食に極めて弱く、小さな川でも浸食されて田切り地形を形成 しやすい。この田切りに挟まれた台地の一つが

周防畑遺跡群で、入高山遺跡がある。南側がすぐ田切りに望む。

今回の調査を行った入高山遺跡は、南西方向に伸びる周防畑遺跡群の中央付近にあり、標高は724～ 721mと 南に傾

斜して低くなっている。50mほど南は田切りに接する地点である。佐久市北部の周防畑遺跡群、芝宮遺跡群、さらに

南の長土呂遺跡群は田切り上に遺跡群が密集している地域である。この台地の遺跡群先端地点では弥生時代後期の集

落が検出されている。

圏切りが消滅 した南方の低地には濁り遺跡があり、弥生から現在の水田まで各時代の水田層が確認されている。

低地の北西に当たる地点には鷺林 。東池下・下大豆塚古墳群がみられる。そしてさらに南下して湯川沿いには弥生中

期～古墳時代、平安時代にわたる集落が展開している。

表にみるように入高山遺跡の周辺は古墳時代からの集落が多く、古代になって開発された地域であることがわかる。

またこの台地には古墳群などはなく、この集落の首長はどこに葬られたのか興味がもたれるところである。

第4図 周辺遺跡分布図 (1:25,000)
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基本層序

第Ⅲ章 基本層序

周防畑遺跡群入高山遺跡は浅間第一軽石流の堆積地点であり、地盤の低い地点に黒褐色土が堆積し、漸移層下は第

一軽石流である。

第 I層 黒褐色土層 (10YR2/3)

耕作土

第Ⅱ層 黒褐色土層 (10YR°4/3)

第Ⅲ層 褐色土層 (10YR4/4)

漸移層

第Ⅳ層 明黄褐色土層 (10YR6/6)

浅間第 1軽石流

ぱ
＝

＝

＝

＝

＝

＝
ｏ。‐＝

＝

＝

第 1表 周辺遺跡一覧表

NQ 遺 跡 名 所 在 地 立地 時代 備 考

入 高 山 遺 跡 長 土 呂 字 入 高 山 台 地 古～平 本報告書

高 山 遺 跡 長 土 呂 字 下 高 山 台 地 平 平成 5。 7年度発掘調査

上 高 山 遺 跡 長 土 呂 字 上 高 山 台 地 古 平成元年・ 3年度発掘調査

芝 宮 遺 跡 群 長 土 呂 字 上 芝 宮 台 地 古～平 平成 5～ 7年度発掘調査

南上中原・南下中原 長 土 呂 字 南 上 中 原 台 地 古～平 昭和63。 平成 5年度発掘調査

下聖端遺跡 I～ Ⅳ 長 土 呂 字 下 聖 端 台 地 弥～平 昭和63・ 平成4・ 11年度発掘調査

聖 原 遺 跡 I～ Ⅸ 長 土 呂 字 聖 原 台 地 古～平 平成元～ 9年度発掘調査

上久保田遺跡 I～Ⅶ 岩 村 田字 上 久 保 田 向 台 地 古～平 平成元～ 4年度発掘調査

周 防 畑 A遺 跡 長 土 呂 字 南 下 北 原 台 地 奈・平 昭和54年度発掘調査

若 宮 遺 跡 I・ Ⅱ 長 土 呂 字 若 宮 台  地 古～平 昭和58・ 平成 3年度調査

周 防 畑 B遺 跡 長 土 呂 字 下 仲 田 台  地 弥～平 昭和54年度発掘調査

北 近 津 遺 跡 長 土 呂 字 北 近 津 台 地 弥 。平 昭和46年度発掘調査

西 近 津 遺 跡 長 土 呂 字 西 近 津 台 地 弥・古 昭和46年度発掘調査

鷺 林 古 墳 群 長 土 呂 字 鷺 林 微高地 古

東 池 下 古 墳 群 常 田 字 東 池 下 微高地 古 昭和49年度発掘調査

下 大 豆 塚 古 墳 群 塚 原 字 下 大 豆 塚 微高地 古 昭和56年度発掘調査

濁  り 遺  跡 塚 原 字 濁 り 。丸 山 低 地 弥～平 平成 4年発掘調査

清 水 田 遺 跡 岩 村 田 字 清 水 田 台 地 弥・古 昭和53年度発掘調査

H3号住居址カマ ドセクション(西 より) 第 5図 基本層序模式図
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Hl・ 2号住居址・F5号掘立柱建物址

環、R穴催麟址

1)目 1号住居IIL O F 5号掘立柱建物址 (第 7図、図I1/21)

調査区北側の Cあ 2グ リットに位置し、F5・ Mlに切 られ、Dlを切る。南北424cm、 東西380cmの 長方形を呈 し、

長軸方位はN-24° ―Wを指す。壁残高は 8 cmと 浅く、北側中央には撹乱があり、遺構が壊されている。またF5と

規模・形態を同じくしており、同一の遺構と考えられる。カマ ド等の火所は検出されていない。F5は 2問 × 2間の

総柱式で、南北420cm、 東西370cm、 南北の柱間が2.0～ 2.lm、 東西の柱間が1.3～ 1.7m、 柱穴の径は34～ 54cm、 深さ

58～ 108cmを 浪1る 。

出土遺物は古墳時代後期土師器甑・丸胴甕 。甕・武蔵甕・丸底の内面ミガキ黒色処理杯片など41片の中に須恵器杯

の糸切り底 2、 回縁端部の折れた蓋片 1、 タタキロの甕片 2が ある。多い破片からいえば古墳時代後期であり、最終

遺物からいえば平安時代初頭となる。

Rヽ ,ヽヽ

釈 ヽ lヽ′

Rヽ 1ヽヽ

P2

標高 72460m

9 (1180  ?

第 7図  Hl

B'    Hl・ F5 土層説明

1黒褐色土層 (10YR2/2)

2.黒色土層 (10YR2/1)

3.褐色土層 (10YR4/4)

4.褐色土層 (10YR4/6)

5黒褐色土層 (10YR3/1)

6黒褐色土層 (10YR3/2)

7.暗褐色土層 (10YR3/4)
m    8褐

色土層 (10YR4/4)

パ ミス少量混入。

パ ミス微量混入。 (貼床 )

パ ミス微量混入 し、10YR3/2(黒 褐色上ブロック)

及び、同粒子が混入。 (堀方 )

ローム粒子が多量混入。締ま りなし。 (堀方 )

パ ミス少量混入。 (柱痕 )

パ ミス少量混入 し、ローム粒子が混在。

パ ミス微量混入 し、ローム粒子、ロームブロック混入。

ローム粒子多量混入。

号住居址 OF5号掘立柱建物址

2)H2号 住居址 (第 809010図 、第 2表、巻頭図騰 。図II1 9 0 10)

Aけ 6グ リットにあり、F3・ M3を切る。南北400cm、 東西480cmの 隅丸長方形でカマ ドを北壁中央に持つ。主軸

方位はN-20° 一Wである。壁残高は48cmを測り、カマ ドの残存状況もよかった。カマ ドは使用状態のまま検出され

た。かまどは焚き回の内幅40cm、 内高20cmを浪1る 。先端に袖石を置き、そこに長胴甕を2個重ねて袖石の上に置き枢

石の代用をし、上に粘土を貼っている。カマ ドには 2個の長胴甕がセットされていた。床面は、ロームを入れ、貼床

としている。住居址中央列に東西 2個主柱穴が見つかった。短径40cmを浪1る 不整円形の堀方に短径20cmの楕円の柱痕

が残っていた。カマ ドの東脇に長径40cm、 深さ52cmの ピットがある。周溝は北壁下西側にある。

出土遺物には土師器杯 (1～ 3)、 小型丸底か小椀 (4)、 長胴甕 (5～ 11)、 丸胴甕 (13)、 小型甕 (12)が ある。また混

入品として須恵器の高台付き杯がある。

その他に、鉄製品では鎌、鞘尾金、本質部のついた刀子の柄がある。

土師器杯 1は橙色を呈す薄手小振りな須恵器杯蓋の模倣杯で、内面はナデ調整である。 3はやはり橙色で薄手の作

りであるが内面はミガキが施されている。外面はヘラケズリ後、日縁1.2cmほ どが横ナデされる。白色の l mm大粒子



H2号住居jIL

が目立ち、 1よ り胎土は粗い。 2は小破片で器形は明らかでないが、小さな丸底から沈線上の稜をなして口縁が外傾

する。内面 ミガキ調整される。 4は端部欠損しているため器形が明らかではない。球形を呈し、内面ナデ、外面ヘラ

ケズリ後ミガキ調整がしてある。長胴甕は 7個体あり、 6。 7が カマ ドの構築材として、 5。 11が カマ ドにセットさ

れていた甕である。 6・ 7の長胴甕口縁部の外反がきつい。 9は 5と 同じ0.5～ 1.2cm大 の小石を含み、粗い粒子が目

立つ甕である。粗い粒子が入っているためか胴部外面のヘラケズリは弱くナデ状で、下部はヘラケズリされる。 8は

口縁部の外反が強く、胎土が緻密で厚手である。胴部外面の調整もヘラナデである。 5。 9。 11の新しい甕は口縁部

が長く、日縁の外反度が弱いようである。長胴甕の胎土は 1～ 3 mmの 甕としては一般的なものと、 5。 9の ように

1.2cmや 51111の 粗い小石を含むもの、 8の ように緻密なものとがある。13の 丸胴甕は胴部が球形を呈し外面は口縁部

横ナデ、胴部ハケナデ後 ミガキ調整、内面は口縁部 ミガキ胴部ハケ調整のままである。

16の鉄製太刀鞘尾金が出上しており、1984 滝瀬「円頭 。圭頭 。方頭太刀について」を参照すると、飾り太刀の鞘

尾金である。16の 鞘尾金は東大寺大仏殿須弥壇下出土例と類似し、Ⅲ期に分類され、 7c中 葉以降と編年されている。

第 2表 H2号住居址出土遺物一覧表

番号 器種 法量 成形・調整 残存量・色調 胎土・特徴 出上位置

l

土師器
杯

(11.2)

(10.0)

<3.0>

内 横ナデ

外 底部ケズリ→口縁部横ナデ

口縁部1/2残存
内 證R7/4(に ぶい橙)

外 5YR8/4(淡橙)

きめ細かい。
赤色粒子含む。

lll区

Ⅳ区 1層
Ⅳ区 2層

2
土師器

杯

(12.0)

<2.6>

内

外
剥離のため半Jら ない

体部ケズリ→口縁部横ナデ

2条の沈線あり

口縁部1/6残存
内 2.5Y8/2(灰 白)

外 2.5Y8/2(灰 白)

きめ細かい。

白色粒子少量含む。
I区 3層

3
土師器

杯

13.5

5.8

内 ミガキ

外 国縁部横ナデー体部 (ケ ズリ→)粗い

ガキ

口縁部 2/3残存

内 7.5YR7/4(に ぶい橙)

外 騎R7/4(に ぶい橙)

砂粒、自色粒子含む。

I区 トレ、I区 3

層、Ⅳ区2層 、Ⅳ

区3層 、カマ ド

4
土師器

増 <4.3>

内 ナデ

外 ヘラケズリーミガキ
ロ縁部近くに焼成前の穿子Lあ り。

7.諏釈7/4(に ぶい橙)

7.5YIt7/4(に ぶい橙)

内

外

きめ細かい

小石含む。
I区 3層

5
土師器

甕

20.4

5.4

37.2

口縁部横ナデ→胴部横位ナデ→斜位ナデ
ロ縁部横ナデ→胴部・縦位ヘラナデ・・

胴下半部ケズリ

内

外

口縁部7/8残存 (ほぼ完形)

内 5YR6/4(に ぶい橙)

nR5/1(褐灰)

外 5YR7/3(に ぶい橙)

7.騎R7/3(にぶい橙)

1～ 1.5mmの小石、lmmの 白色

粒子、5mmの小石多く含む。
底部に木葉痕あり。

カマ ド

6
土師器
甕

21,7

5.1

35.6

内

外

口縁部横ナデ・胴部横位 (ヘ ラ)ナデ
ロ縁部横ナデ→胴部上～中縦位ヘラナ
デ→胴下半部斜位ケズリ

Ell縁部ほぼ完形・底部3/4残存

内 2.5YR6/4(に ぶい橙)

外 2.5Ⅵ間/4(に ぶい橙)

311111以 下の白色粒子含む。
カマド
I区 3層

7
土師器
甕

21.6

5.6

37.2

内 口縁部横ナデ→ハケナデ

外 国縁部横ナデ→胴部ナデ→胴部～底部
ヘラケズリ

ほぼ完形
内 7.nR7/4(にぶい橙)

外 7.5YR8/4(浅 黄橙)

2.5R7/4(淡赤橙)

3mm以 下の赤色粒子、lmm以

下の白色粒子、黒色粒子含
む。

カマ ド

8
土師器
甕

19.5

<18.7>

内 口縁部横ナデ→胴部斜位ナデ→胴部上

半部横位ナデ

外 国縁部横ナデ→胴部縦位ケズリ→ナデ

口縁部7/8残存
内 10YR7/3(に ぶい黄橙)

外 10YR7/3(に ぶい黄橙)

きめ細かい。微密な胎土。
l mm以下の赤色粒子、自色

粒子含む。

カマド
Ⅳ区 1層

9
土師器
甕

21.7

<28.7>

内

外

EIl縁部横ナデ→胴部横位ヘラナデ
ロ縁部横ナデ→胴部縦位ヘラナデ

口縁部5/8残存

内 7.n■げ4(にぶい橙)

外 7.nR6/4(にぶい橙)

1～ 1.5cmの小石、2船m大砂粒

多く含む。

カマド、 I区 3

層、 I区 トレ、
Ⅳ区 2層

土師器
甕

(23.0)

<28.6>

内 口縁部横ナデ→胴部櫛状ヘラによる横

位ナデ

外 国縁部横ナデ→胴部縦位ケズリ

口縁1/3残存
内 2.5YR7/6(橙 )

5YR7/4(に ぶい橙)

外 騎R7/4(に ぶい橙)

2mm以 下の自色粒子、3mm以

下の赤色粒子を含む。

カマド
Ⅱ区 2層
Ⅳ区 2層

土師器
甕

19.3

6.8

27.6

内 口縁部横ナデ→胴部櫛状のヘラによる
横位ナデ

外 国縁部横ナデ→胴部上半部縦位ナデー

下半部斜位ケズ リ

完形
内 nR7/4(に ぶい橙)

外 nR7/4(に ぶい橙)

2 mm以下の白色粒子含む。
底部に木葉痕あり。

カマ ド

土師器
甕

7.5

<8.2>

ナデ
ケズリ

内

外

底部完形
内 5YR7/3(に ぶい橙)

外 7.5YR6/3(に ぶい褐 )

4 mm以下の赤色粒子 。l mm

の黒色粒子を含む。
Ⅳ区 2層

土師器
甕

21.9

<30.0>

内 El縁部横ナデ→横位 ミガキ

胴部横位ハケナデ

外 国縁部横ナデ→胴上半部斜位ハケナデ

胴下半部斜位ケズリ→胴部縦位 ミガキ

口縁部3/5残存
内 7.騎倣7/4(に ぶい橙)

外 5Ⅵマ/4(に ぶい橙)

3 mm以下の赤色粒子含む。
きめ細かい。
極小の白色粒子含む。

I区 2層 、1区 3層 、
1区 1層 、I EX13層 、
IV区 1層、Ⅳ区2層 、
皿区2層 、Ⅲ区サブ
トレ、カマド



H2号住居址

01

標高 72400m

9   (1180)  7m

H2 土層説明

1.黒色土層 (10YRl.7/1) ～ 2 cmの パ ミスを含む。

2.黒褐色土層 (10YR3/2) 1 0cm大 のパ ミス、小パ ミスを多量に含み、ローム粒子を含む。

3.黒褐色土層 (10YR2/2) ～ 3mのパ ミスを多く含む。

4黒褐色土層 (10YR3/2) 3層 よリローム粒子を多 く含む。

5.明 黄褐色土層 (10YR6/6) ローム 2次堆積。 (P3)
6黒褐色土層 (10YR3/2) 10YR4/3の 粒子を含む。 (P3)
7明黄褐色土層 (10YR6/6) ローム、10YR3/2・ 10YR5/3の 混在土層。 (Pl)
8.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3) 柱痕。

9 にぶい黄橙色土層 (10YR7/4) ローム 2次堆積。 10YR5/3、 10YR4/2を 含む。 (堀方理土)

10.にぶい黄褐色止 (10YR5/3)・ 黒褐色土 (10YR3/2)混在土層
10YR7/4の ロームを多く含む。 (ピ ット堀方埋土 )

11灰 と焼上の混在

12 ,マ

13.にぶい黄橙色土層 (10YR7/3) カマ ド構築粘土。

14に ぶい黄褐色上層 (10YR5/4) カマ ド構築粘上。 (崩壊土 )

15焼土、灰、炭化物、10YR5/4、 10YR7/3の 粘上の混在土層。 (煙道 )

16.黒褐色土層 (10YR3/1) 10YR7/3の 粘土を少 し含む。 (カ マ ド堀方 )

17.褐灰色土層 (10YR4/1)・ にぶい黄橙色土層 (10YR7/3) 粘上の混在層。
18.褐灰色上層 (10YR4/1) 10YR7/3の 粘上を多く含む。 (カ マ ド構築土 )

標高 72400m

9  (1:80)  lm
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H2・ H3号住居址

と 壼 事 墓 不 咤 14

0   (1:4)   10cm

第10図 H2号 住居址

須恵器
杯

(高台付)

(8.4)

<1.1>

内 ロクロナデ

外 ロクロナデ→回転糸切り→高台貼付

底部1/4残存

内 5Y6/1(灰 )

外 10ヽ/1(灰 )

白色粒子、黒色粒子含む。
黒色粒子溶出。混入品。

Ⅲ区サブトレ

番 号 種類 長 さ 巾 厚 さ g 備 考 出上位置

<4.3> 6 Ⅱ区 1層

鞘尾金 <2.4> Ⅲ区 1層

柄 <5.6> 4 何かが巻いてある。 Ⅱ区 3層

凹石 擦面あり。安山岩

3)H3号 住居tlL(第 11012013図、第 3表、図IIF2 011 012)

Aく 8グ リットにあり、南北560cm、 東西580cmの 方形の住居址である。壁残高は53cmを浪1る 。カマ ドは東壁中央に

あり、主軸方位はN-77° 一Eを測る。北壁中央にも1日 カマ ドが検出された。カマ ドは粘上で構築され、両袖と煙道

が残っていた。内1幅32cmを測る。カマ ドの火床面には灰が多量に残り、焼上がみられた。床面はロームを入れ込み締

まっていた。主柱穴はPl～ P4で、短径52～ 56cmの 楕円形、深さ48～60cmを 測るピットに、径20cmの柱痕がみられ

た。南東には80cm× 64cmの権円形、深さ32cmの P5がある。中央の床下からは短径88cm、 深さ64cmの落ち込みがあっ

た。風倒木跡の可能性もあるが明確でない。またP7～ P10は壁に堀り込まれたピットで、ローム主体で、パ ミスを

多量に含んでいた。

出土遺物には土師器杯 (1～ 3)、 鉢 (4～ 6)、 高杯 (7)、 長胴甕 (8)、 丸胴甕 (9。 10)、 手捏 (11)、 壼 (12)、 編物

石 (15。 16～ 27・ 29～ 34)、 凹石・台石 (14・ 28)と 混入品である縄文土器 (13)が ある。

土師器杯 1・ 2は橙色の薄手のもので、内面はナデ、外面口縁は横ナデ、底部はヘラケズリされる。 3は内面 ミガ

キ黒色処理、外面 ミガキ調整される杯で、底部は欠損する。 4は底部がないのでわからないが、鉢形を呈すものでろ

う。内外面口縁部横ナデされ、外面胴部がヘラケズリされる。 5。 6は鉢で同器形である。日縁部は有段口縁状にヘ

ラ状具を押しつけて、口縁部に段がつけられている。外面口縁部横ナデ、胴部ヘラケズリ、 5はわずかにミガキ調整、

内面は両者ともミガキ調整される。 7は高杯の脚部で、裾部が外反するもので、外面はヘラケズリ調整される。 8は

長胴甕の口縁で、短く外反する。11は手捏であろうか。 9・ 10は接合できなかったが、同一個体の丸胴甕である。底

部はわずかに台状の平底を呈す。外面 ミガキ調整、内面はハケロ残してナデ調整され、ll縁部は丁寧にミガキ調整が

なされる。12は 壺口縁部か高杯脚部かであろうが、両面丁寧にミガキ調整される。これらの土器は古墳時代後期の上

器群である。

∩
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H3号住居址
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H3 土層説明

1.黒褐色土層 (10YR2/2) ～ 2 cm大 のパ ミス、ローム粒子を含む。
2.黒褐色上層 (10YR2/3) 1層 よリパ ミス、ローム粒子を多く含む。
3暗褐色土層 (10YR3/3) 3 cm大パ ミス、小パ ミス、ローム粒子を多量に含む。
4黒褐色土層 (10YR2/3) パ ミスを多 く含み、ローム粒子を含む。
5暗褐色土層 (10YR3/3) パ ミスを含み、ローム粒子を多量に含む。
6黒色土層 (10YRl.7/1) 5 nullの パ ミス、ローム粒子を少 し含む。 (周 溝 )

7.にぶい赤褐色土層 (5YR5/4) カマ ド天丼崩壊粘土。
8.灰 白色土層 (7.5YR8/2) 灰層。

9黒褐色土層 (7.5YR3/2) 5YR5/4の 粘土粒子を含む。
10にぶい橙 (5YR6/4)粘 土層。 (カ マ ド構築土)

第11図

出
|

標高 723.70m

9  (1180)  7m

11カ マ ド堀方

12.に ぶい黄褐色上層 (10YR5/4) ローム主体。パ ミスを多 く含む。 (ピ ッ ト堀方 )

13黒褐色上層 (10YR2/2) ローム粒子、細パ ミスを含む。 (ピ ッ ト堀方 )

14黒褐色土層 (10YR2/1) 柱痕。

15.黒褐色土層 (10YR3/2) ローム粒子、～ 3 cmの パ ミスを多 く含む。
16に ぶい黄褐色土層 (10YR4/3) ローム主体。

17暗褐色土層 (10YR3/3) ローム粒子を多く含み、パ ミス～ l clllを含む。

18.にぶい黄橙色土層 (10YR7/4) ローム主体。 10YR4/2、 10YR5/3上 を含む。 (堀方埋土 )

19.にぶい黄橙色土層 (10YR6/3) (堀方 ピット)

H3号住居址
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H3号住居lll

第13図 H3号 住居址

l:::::)「 34

9       (1 1 4)      lρ cm

第 3表 H3号住居址出土遺物一覧表

番号 器種 法量 成形・調整 残存量・色調 胎土・特徴 出上位置

1
土師器

杯

10.6

9.0

<4.1>

内 横ナデ

外 国縁部横ナデ→底部ケズリ

口縁部2/3残存
内 7.nR7/6(橙 )

外 7.5YIt7/6(橙 )

きめ細かい。
1■mの 赤色粒子含む。

歪みあり。

Ⅱ区 4層

土師器
杯

(12.9)

(11.7)

4.4

内

外

みこみ部ナデ→口縁部横ナデ
ロ縁部横ナデ→底部ケズリ

口縁部1/3残存
内 2.騎R7/6(橙 )

外 跳R7/4(に ぶい橙)

きめ細かい。
0.5mm以 下の赤色粒子少量
・小石含む。

土師器
杯

(15.6)

<2.8>

内

外

ミガキ→黒色処理
横位 ミガキ

口縁部1/4残存
内 黒
外 5YR6/4(に ぶい橙)

0.5mm以 下の赤色粒子、自色

粒子、石英、長石含む。
Ⅱ区 4層

土師器
鉢

(13.0)

<5.0>

内

外
胴部ナデ→口縁部横ナデ

胴部横位ケズリ→口縁部横ナデ

口縁部1/4残存
内 10YR7/2(に ぶい黄橙)

外 5YR6/3(に ぶい橙 )

lmm以下の赤色粒子少量含
む。

Ⅲ区 3層
皿区 4層

土師器
鉢

21.4

8.5

10.2

内 ミガキ

外 国縁部横ナデ→胴・底部縦位ケズリ→

胴部一部 ミガキ

ほぼ完形
内 5YR7/3(に ぶい橙)

外 5YR7/3(に ぶい橙)

l mmの赤色粒子、白色粒子、
黒色粒子含む。

土師器
鉢

(23.2)

(9.0)

<12.3>

ミガキ
ロ縁部横ナデ→胴部ナデ→底部・底部
周縁ケズリ

内

外

口縁部1/3残存
内 7.5Ⅵマ/3(にぶい橙)

外 7.5YR7/3(に ぶい橙)

きめ細かい。
2 mmの赤色粒子少量含む。

カマ ド

7
土師器
高杯

12.6

く7.5>

内 杯部 ナデ
脚部 裾部横ナデ→lllll柱 部横位ヘラナデ

外 脚注部 縦位ケズ リ・裾部横ナデー杯
部・裾部ヘラナデ

底部3/4残存
内 2.5YR6/4(に ぶい橙)

外 5YR6/3(に ぶい橙)

l mm以下の白色粒子、黒色

粒子含む。

土師器
甕

(20.6)

<5.3>

胴部ナデ→口縁部横ナデ
Ell縁部横ナデ→胴部縦位ケズリ

内

外

口縁部1/8残存
内 10YR7/3(に ぶい黄橙)

外 10YR7/3(に ぶい黄橙)

l mm以下の赤色粒子含む。
Ⅲ区 3層
Ⅲ区 4層

土師器
甕

(19.4)

<14.6>

内 胴部横位ハケナデ→一部横位ナデ→口

縁部横位 ミガキ

外 横位 ミガキ

口縁部1/6残存
内 7.9R7/4(に ぶい橙)

外 5YR5/4(に ぶい赤褐)

l mmの赤色粒子、黒色粒子
白色粒子含む。
10と 同一個体

層

層

ブ

４

４

サ

区

区

区

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

土師器
甕

7.8

<19.4>

横位ハケナデ→胴上半部横位ナデ
ナデ→縦位 ミガキ

内

外

底部ほぼ完形
内 7.5Ylt7/4(に ぶい橙)

外 5YR7/6(橙 )

i nlnl以 下の自色粒子、赤色
粒子含む。
9と 同一個体

レ列
層酵

２．３疇
罐

・Ⅱ
区
区
区
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H3・ H4号住居址

11
土師器 ?

手捏
(5.2)

<1.9>

デ

デ

ナ

ナ

内

外

底部1/4残存
内 7.9R7/2(明褐灰)

外 7.いR7/2(明褐灰)

l mm以下の赤色粒子、自色

粒子含む。
I区 3層

土師器
壷 ?

12.8

<3.2>

内 横位 ミガキ

外 横位 ミガキ

口縁部1/8残存

内 5YR7/4(に ぶい橙)

外 7.5YR7/6(橙 )

l mm以下の白色粒子、赤色

粒子少量含む。
IV区 2層

縄文土器
深鉢

(13.6)

<5.6>

内 ヘラナデ(横位)

外 (ヘ ラ)ナ デ(縦位)底部網代底

底部1/5残存
内 渤R7/4(に ぶい橙)

外 諏釈7/4(に ぶい橙)

l mm以下の白色粒子、赤色

粒子・l mmの小石多く含む。
Ⅳ区 2層

番号 種類 長 さ 中 厚 さ 備 考 出上位置

凹石 20.0 17.8 2,720 擦面あり。安山岩。

編物石 <6.8> 擦面あり。安山岩。

編物石 擦面あり。安 l」4岩。

編物石 11.2 擦面あり。硬質砂岩。

編物石 11.8 擦面あり。安山岩。

編物石 12.0 花筒岩。赤色顔料か鉄分かわからないが、赤いものが付着している。敲1丁痕あり。

編物石 12.6 擦面あり。チャート

編物石 13.7 5.7 擦面あり。安山岩。

編物石 擦面あり。安山岩。

編物石 11.1 硬質砂岩。安山岩。

編物石 10_2 チャー ト。安山岩。

編物石 11.3 チャート。安山岩。

編物石 10.5 擦面あり。安山岩。

編物石 12.8 擦面あり。花間岩。

擦石 16.9 17.7 3,110 擦面あり。花間岩。

編物石 12.8 擦面あり。硬砂岩。

編物石 11.3 5,7 チャート。擦面に赤色顔料らしきものが付着している。擦面あり。

編物石 11.3 擦面あり。安山岩。

編物石 探面あり。安山岩。

編物石 11.8 擦面あり。安山岩。 I区 3層

編物石 10.2 擦面あり。安山岩。

4)日 4号住居址 (第 14図、第 4表、図IIX 3・ 10)

Aき 9グ リットにあり、西側は調査区域外であるため住居址全体は調査できなかった。南北464cmを測り、(東西は

400cmを調査し、東壁は近い所にあろう。)南北にやや長い隅丸長方形を呈すものと思われる。壁残高は52cmを減1る 。

カマドは北壁中央にあり、主軸方位はN-27° 一Wを浪1る 。覆土はロームブロックを多く含む土で、人為的に埋めら

れていた。カマドは袖先に軽石を四角に加工して置き、黒色の粘土を貼って構築している。内幅56cmを減1る 。カマド

に接して西には長径40cm、 深さ12clllの 落ち込みがある。またP4はカマドの東脇にあり、径40cm、 深さ8 cmの 浅い落

ち込みである。主柱穴はPl～ P3で、短径42～ 50cm、 深さ48～ 64cmを 浪1る 楕円形ピソヽトの中に、径14～ 24cmの柱痕

がみられた。床面はカマドからPlに かけて粘上を、他はロームブロックを入れた土を固め北傾1は締まっていた。堀

方は周辺部を深く掘り込み、中央部を高くしていた。

出土遺物には須恵器杯(1)、 土師器甕(2～ 6)、 砥石(7)が ある。砥石は凝灰岩製で、一側面は規則正しくカット

されている。須恵器杯は平底で、口縁部は横ナデ、底部は回転ヘラ切り後手持ちヘラケズリされている。甕はいずれ

も武蔵甕であり、日縁部形態は「く」の字形態である。

これらは奈良時代に位置付けられる土器群である。

第 4表 H4号住居址出土遺物一覧表

番 号 器種 法量 成形・調整 残存量・色調 胎土・特徴 出上位置

1
須恵器
杯

(14.6)

(8.7)

4.0

内 ロクロナデ

外 ロクロナデ→底部回転ヘラ切り→手持
ちヘラケズリ

口縁部1/4、 底部1/3残存

内 10Y8/1(灰 白)

外 10Y8/1(灰 白)

1剛1以下の自色粒子・ 3 mm

以下の黒色粒子含む。

火だすき有。
床

2
土師器
甕

(20.8)

<11.6>

口縁部横ナデ・胴部横位ヘラナデ

胴部横～斜位ヘラケズリーロ縁部横ナ

デ

内

外

口縁部1/3残存
内 5YC1/4(にぶい橙)

外 5Y6/4(に ぶい橙)

l mm以下の白色粒子・黒色

粒子少量含む。
東半 2層
東半 3層

3
二L自雨著澤

甕

(21.0)

く7.5>

口縁部横ナデ→胴部横位ナデ
回縁部横ナデ→胴部横位ケズリ

内

外

口縁部1/4残存

内 5YIt6/4(に ぶい橙)

外 5Ⅵも/4(に ぶい橙)

l mm以下の黒色粒子・白色

粒子少量含む。
東半 1層
カマ ド

4
土師器

甕

(22.5)

<5.2>

口縁部横ナデ→胴部ナデ

胴部横位ケズリ→El縁部横ナデ

内

外

口縁部1/4残存

内 2.5ヽR6/6(橙 )

外 2.5YR6/6(橙 )

l mm以下の自色粒子・黒色

粒子少量含む。
西半 2層



H4号住居址
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H4 土層説明

1 にぶい黄褐色土層 (10YR5/3) 10YR3/1の 不定大ブロック、loYR7/6の ロームを含む。

2.明 黄褐色土層 (10YR7/6)・ にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)混 在土層 10YR3/1土 を少 し含む。

3.に ぶい黄褐色土層 (10YR5/3)

4.黒褐色土層 (10YR3/1) ロームブロック。

5.明 赤褐色土層 (5YR5/8) 焼土。

6.黒褐色土層 (10YR2/3) 10YR2/1の 粘土ブロック主体。 (カ マ ド構築土 )

7.黒褐色土層 (10YR3/2) ローム粒子を多 く含む。 (カ マ ド堀方埋土 )

8.黒褐色土層 (10YR3/2) 焼土、粘土ブロックを含む。 (煙道 )

9黒褐色土層 (7 5YR3/2) 焼土粒子含む。

10暗褐色土層 (10YR3/3) 柱痕。

11明 黄褐色土層 (10YR6/6) ローム主体。 (ピ ッ ト堀方埋土 )

12.暗褐色土層 (10YR3/4) ローム粒子を含む。パ ミス少ない。

13黒褐色上層 (10YR2/3) ローム、パ ミスを含む。

14.黒褐色土層 (10YR2/2) 10YR2/1粘 土ブロック主体の貼床。

15.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3) ローム細ブロック、パ ミスを含む。締まる。 (貼床 )

16.褐色土層 (10YR4/4) パ ミス、ローム細ブロックを含む。 (堀方埋上 )

17.にぶい黄褐色土層 (10YR5/4) ローム主体。 (堀方埋土)

18に ぶい橙 (7.5YR6/4) ローム主体。 (堀 方埋土 )

閻
赳
□
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H4・ H5号住居址

5
土師器
甕

(20.0)

<9.5>

内

外

口縁部横ナデー胴部ナデ
El縁 部横ナデ・胴部ケズリ

El縁部1/4残存
内 5YR5/4(に ぶい赤褐)

外 5YR6/4(に ぶい橙)

l mm以下の自色粒子、赤色

粒子少量含む。

東半 2層
東半 3層
P2

6
土師器
甕 <19.8>

内

外

口縁部横ナデ→胴部横位ヘラナデ
ロ縁部横ナデ・胴部縦位ケズリ

胴部のみ残存

内 7.nR7/3(に ぶい橙)

外 7.5YR7/3(に ぶい橙)

1■■以下の白色粒子、黒色

粒子少量含む。

カマド

東半 2層

番号 種類 長 さ 厚 さ g 備 考 出上位置

7 砥 石 凝灰岩 床 下

5)H5号 住居tlL(第 15図、第 5表、図llX 3 0 12)

Bき 1グ リットの調査区東端にあり、住居址の北西部のみを検出した。やや南端が欠けるが、南北ほぼ476cmを 浪1

る。カマドは調査区域外にあるものと推浪1さ れ、軸方位はN-17° 一Wを測る。覆土はロームを主体とした土である。

主柱穴は北西のPlのみが検出され、径72cm、 深さ60cmの 円形ピットにさらに径36cmの 円形の堀方をもち、径24cmの

柱痕がみられた。壁下には周溝が巡っている。

出土遺物には須恵器杯(1・ 2・ 8)。 高台付杯(4)・ 瓶(5)。 鉢(6)、 土師器杯 (3)。 武蔵甕(7)、 鉄製刀子(9

。10)、 スリ石 (11)、 軽石製浮子 (12)、 軽石製調整用支脚石(13)が ある。

須恵器杯はロクロ調整され、底部は回転ヘラ切りされ、わずかにナデが加えられている。8の杯も底部は回転ヘラ

切りである。4の須恵器高台付杯の高台は細く外傾し、高台底面は凹み、外側が接地する。5は瓶類の口縁部と推浪1

される。6は鉢で、ロクロ調整され、底部は手持ちヘラケズリされる。3の上師器杯は平底に近い丸底で、外面口縁

部横ナデ、体部ヘラケズリされる。内面はナデ調整後、畿内系暗文が施される。7の土師器甕は武蔵甕で口縁部形態

は「く」の字形態である。鉄製刀子は同個体であるが直接つながらない。8は須恵器杯の転用硯であろうか内面が磨耗

し、やや黒ずんでいる。

これらの土器は奈良時代のものであろう。

第 5表 H5号住居址出土遺物一覧表

番号 器種 法量 成形・調整 残存量・色調 胎土・特徴 出上位置

1
須恵器

杯

14.5

7.6

3.9

内 ロクロナデ→ナデ

外 ロクロナデ→回転ヘラ切り→ナデ

口縁部・底部7/8残存
内 7.5YR7/3(に ぶい橙)

外 7.n釈 7/3(に ぶい橙)

lmm以下の自色粒子、赤色

粒子、lmmの黒色粒子含む。
北床、堀方

2
須恵器

杯

(16.6)

<3.8>

内

外

ロクロナデ
ロクロナデ

口縁部1/8残存

内 10YR7/3(に ぶい黄橙)

外 5Y8/2(灰 白)

l mm以下の赤色粒子含む。 西

3
土師器

杯

(13.2)

(8.4)

4.4

内

外

みこみ部ナデ→回縁部横ナデ
EIl縁部横ナデ→体～底部ヘラケズリ

口縁部1/8残存
内 5YR7/4(に ぶい橙)

外 5YR7/4(に ぶい橙)

l mm以下の赤色粒子含む。

内面に幾内型暗文あり。
東半 2層、西

4
須恵器
高台付杯

(13.2)

<1.3>

内 ロクロナデ

外 ロクロナデ→底部切り離し→回転ヘラ

ケズリ→高台貼付

底部1/6残存
内 2.5Y6/1(黄 灰)

外 N5/0(灰 )

l mm以下の赤色粒子含む。
外面に自然釉付着。

西

5
須恵器

)甑 ?

(12.0)

<1.7>

内

外

ロクロナデ
ロクロナデ

口縁部1/4残存
内 N7/0(灰 白)

外 N6/0(灰 )

l mm以下の自色粒子、黒色

粒子含む。
外面に自然釉付着。

東半 2層、西

6
須恵器

鉢

内 ロクロナデ

外 ロクロナデ→胴下半部回転ヘラケズリ
・底部→手持ちヘラケズリ

口縁部1/6残存

内 N6/0(灰 )

外 N6/0(灰 )

l llull以下の白色粒子少量含
む。

西

7
土師器
甕

(23.8)

<9.6>

内

外

口縁部横ナデ・胴部横位ケズリ
ロ縁部横ナデ・1同部横位ケズリ

口縁部 1/10残存
2.5YRCD/6(橙 )

l mm以下の自色粒子、赤色

粒子少量含む。
西

8

須恵器

杯
(転用硯 ?) <1.0>

内 摩耗する

外 底部回転ヘラ切り

片破

内

外
5Y8/1(灰白)

5Y8/1(灰白)

l mm以下の黒色粒子含む。 西

番号 種類 長 さ 巾 厚 さ g 備 考 出上位置

9 鉄製刃子 <6.0> 1層

鉄製刃子 <4.8> 6 1層

擦石 砂岩 西

浮子 軽石製 西

支脚石 軽石製。面取りしてある。 西

18



H5・ H6号住居址

H5 上層説明

1 にぶい黄褐色土層 (10YR5/3) 10YR7/6の ロームを少 し含む。

2.に ぶい黄褐色土層 (10YR5/3) 10YR7/6の ロームを多く含む。

3.明 黄褐色土層 (10YR7/6) ロームの 2次堆積。10YR5/3の 上を少 し含む。

4.灰黄褐色土層 (10YR4/2) 10YR7/6の ロームを少 し含む。

5.暗褐色土層 (10YR3/4) ローム粒子、パ ミスを多 く含む。 (周溝 )

6.暗褐色土層 (10YR3/3) 柱痕。

7.暗褐色土層 (10YR3/4) ロームを多 く含む。 (ピ ット堀方埋上)

8暗褐色土層 (10YR3/4) ローム細ブロック、ローム粒子を含む。 (ピ ット堀方埋土 )

9.に ぶい黄褐色土層 (10YR4/3) ローム粒子を多 く含む。 (間 仕切溝 )

10にぶい黄褐色土層 (10YR5/4) ロームブロックを多く含む。 (貼床 )

11.褐色土層 (10YR4/4) ローム粒子を多 く合み、～ 2 cmの パ ミスを含む。 (堀 方埋土 )

12.明 黄褐色土層 (10YR7/6)・ 橙色土層 (7.5YR7/6)
ロームを中心にまれに10YR2/3上 ブロックを含む。

標高 723.60m

9 (114の  7
-4

5

-8

①H□ 脱 Ю
第15図 H5号 住居址

6)‖ 6号住居tlL(第 16017図 、第 6表、図版 4013)

Bこ 1グ リットにあり、F8を切る。南北348cm、 東西364cmの 方形を呈す。カマ ドは北壁中央にあり、主軸方位は

N-28° ―Wを測る。壁残高は45cmあ り、残りの状態は良好である。カマ ドは天丼・袖部ともに崩壊 し、火床部と煙

道下部が残存 した。カマ ド堀方からカマ ドの内1編みると60cmを浪1る 。主柱穴はPl～P4で、短径は26～ 28cm深 さ14

～30cmの楕円形のビットである。柱穴は浅いものである。北東には長さ56cm幅 28cmを浪1帯状の床面より6 cmほ ど高く

なった貼床がみられた。床面は中央部が締まっており、堀方は浅く南側だけ深くなっている。

出土遺物には須恵器蓋 (1)。 杯 (2～ 8)、 土師器杯 (9)。 小型甕 (11・ 10)・ 甕 (12～ 17)、 縄文土器 (18)、 鉄製刀子

(19)が ある。

1の須恵器蓋は扁平な組が付き、日縁端部が折れ曲がっている。ロクロ調整、天丼部上面は 2周ほど回転ヘラケズ

リされている。 2～ 8の杯はロクロ調整され底部は回転糸切りによる切り離しのままである。 2・ 8は灰白色を呈し

ているが他は黒色が強い。 9の上師器杯は日縁部を欠損している。内面はミガキ調整、外面横ナデ、体下部と底部は

0
10(1:2)

7 9   (114)  110Cm

19



H6号住居址

手持ちヘラケズリされている。土師器甕はいずれも武蔵甕であり、10。 11の 小型甕と12の甕は口縁部形態が「コ」

字、13は 「く」字形態を呈している。これらは奈良時代末～平安時代の上器群であろう。

標高 72330m

?   (1180)  ζm

H6 上層説明

1.黒褐色土層 (10YR2/3) ～ 2 clllの パ ミス、ローム粒子を含む。

2暗褐色土層 (10YR3/4) ～ 5 clnのパ ミスを多量に含み、ローム粒子を多 く含む。

3.黒褐色土層 (10YR2/3) ～ 1 0cmのパ ミス、ローム粒子を含む。

4.黒褐色土層 (10YR2/3) 10YR2/1粘 土ブロック (カ マ ド崩壊層 )

5.褐色土層 (7 5YR4/6) 焼土粒子を含む。

6明赤褐色土層 (5YR5/8) 焼土。

7褐色土層 (10YR4/4) 焼土粒子を含む。

8.黄褐色土層 (10YR5/6) ローム主体。 (カ マ ド堀方 )

9.黒褐色上層 (10YR2/2) 粘主主体。 (カ マ ド構築土)

10黒褐色土層 (10YR3/2) 粘土ブロック、焼土ブロックを含む。 (カ マ ド堀方 )

11にぶい黄橙色土層 (10YR6/4) ローム主体。 (柱痕 )

12.にぶい黄橙色土層 (10YR6/4) ロームに多量のパ ミスを含む。 (ピ ッ ト堀方 )

13.黒褐色土層 (10YR2/2)・ 黒色土層 (10YR2/1)互層締まる。 (小堤 )

14.にぶい黄橙色土層 (10YR6/3) ローム主体。パ ミスを多量に含み、褐色上を含む。

(堀方埋上)

15.明黄褐色土層 (10YR6/8) 砂を含む。 (堀 方埋土 )

16.黒色土層 (10YR2/1) 粘上ブロックを含む。 (貼床 )

17黄褐色上層 (10YR5/8) ローム主体。 (堀方理土 )

い
国

口
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い
く
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卍
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け
十
卜
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Cm

第16図 H6号 住居址



H6号住居lll

鍼戌

9       (l i 4)      110Cnl

第17図 H6号 住居址

第 6表 H6号住居址出土遺物一覧表

番号 器種 法量 成形・調整 残存量・色調 胎上・特徴 出上位置

1
須恵器

蓋

(16.5)
3.3
3.4

内

外
ロクロナデ
ロクロナデーつまみ貼付・天丼部回転
ヘラケズリ

つまみ完形、口縁部1/8残存
内 騎R5/3(に ぶい赤褐 )、

外 N5/0(灰 )

l mmの 赤色粒子を多量含む。 カマ ド

2
須恵器

イ不

13.9
6.3
4.1

内

外

ロクロナデ
ロクロナデ→底部回1伝糸切 り

口縁部2/3、 底部ほ{ご完形
内 2.5GY7/1(明 オリーブ灰 )

外 2.5GY7/1(明 オリーブ灰 )

3mm以下の黒色粒子多 く含
tr。

火だすき有。
I区 2層

3
須恵器

イ不

(12.8)
(6.6)
3.6

内 ロクロナデ
外 ロクロナデ→底部回1転糸切 り

口縁部・底部1/4残存
内 N5/0(灰 )

外 N5/0(灰 )

0.5mm以 下の白色粒子多量
含む。3～ 8mmの小石含む。
火だすき有。

Ⅳ区 2層

4
須恵 FirT

杯

(13.0)
(6.2)
3.3

内 ロクロナデ
外 ロクロナデ→底部回転糸切り

口縁部・底音『1/4残存
内 N6/0(灰 )

外 N6/0(灰 )

0.5mm以 下の自色粒子、黒
色粒子少量含む。

1区 トレ
Ⅳ区 2層

5
須恵器

杯

13.8
(6.8)
3.7

内 ロクロナデ
外 ロクロナデ→底部回転糸切り

口縁音51/2、 ,1襄 音『3/4夕美イ子
内 10GY6/1(緑灰 )

外 10GY6/1(緑灰 )

l mm以下の白色粒子、 2 mm

以下の黒色粒子含む。
火だすき有。

臼
ヵヽ
レ

層、Ⅱ隣Ｉ区‐、

配
Ｊ
Ｒ

Ｉ
層

マ

6
須恵器

オ不

(13.2)
(6.4)
3.6

内 ロクロナデ
外 ロクロナデ→底部回転糸切り

口縁部・底部1/2残存
内 7.5Y6/1(灰 )

外 7.5YCD/1(灰 )

l mm以下の自色粒子多く含
t♪ 。

火 だす き有 。

層
層

区
区

7
須恵器

杯

13.9
6.6
3.5

内 ロクロナデ
外 ロクロナデ→底部回転糸 lyJり

口縁部7/8残存、底部完形
10BG6/1(青 灰 )

2 mm以下の黒色粒子多く含
こ∫ 。

火だすき有。

8
須恵器

杯
(7.3)
<3.1>

内 ロクロナデ
外 ロクロナデ→底部回1転糸切 り

底部1/2残存
内 5Y7/1(灰 自)

外 5Y7/1(灰 白)

l mmの黒色粒子、赤色粒子
含む。
火だすき有。

I区 2層

9
土師器

杯
(6.3)
<2.3>

内 ミガキ
外 横ナデ→底部および底部外周手持ちへ

ラケズリ

底部1/2残存
内  2.5YIt6/6(橙 )

タト  2.5YR6/6(お 笠)

0.5mm以 下の自色粒子、黒色
粒子、赤色粒子少量含む。

カマ ド

土師器
鉢

(13.2)

<7.9>

内

外
口縁部横ナデ→胴部横位ヘラナデ
胴部ケズ リ→口縁部横ナデ

口縁部1/5残存
内 2.5YR5/4(に ぶい赤褐 )

外 2.5YR5/4(に ぶい赤褐 )

l mm以下 の 白色 粒 子 含 む。 カマ ド

土師器
鉢

(13.8)

<10.4>

内

外
胴部横～斜位ヘラナデーロ縁部横ナデ
ロ縁部横ナデ・胴部横～斜位ケズリ

口縁部2/3残存
|力  2.51nO/6(橙 )

タト  2.OYlt6/6(お登)

l mmの 白色粒子、赤色粒子
含む。

カマ ド

上師器
甕

(20.6)

<16.0>

内

外
口縁部横ナデ→胴部 (ヘ ラ)ナ デ
胴部ケズリーロ縁部横ナデ

口縁部1/4残存
内  5YR6/4(|こ ぶい橙 )

外 訥R7/4(に ぶい橙 )

l mm以下の白色粒子、赤色
粒子、黒色粒子含む。

カマ ド

土師器
甕

(20.8)

<22.2>

内 口縁部横ナデ・月同部横位ヘラナデ (剥離
していて、新旧判別できない )

外 胴部ケズリ→口縁部横ナデ

口縁部1/4残存
内 2.5YR5/4(に ぶい赤褐 )

外 nR7/4(に ぶい橙 )

l mm以下の白色粒子含む。
卜

層ヽ

区
層
２

Ｉ
ｌ
区

区ヽ
Ⅳ

マ

区ヽ

カ
レ
Ⅳ

土師器
甕

(7.0)
<8.0>

内

外

ヘラナデ
ヘラケズ リ

底部1/2残存
2.5鶏 /4(`こメドヽ おヽき)

l mm以下の白色粒子含む。
区
層区ヽ

層

ド
Ⅳ
２

マ
　

区ヽ

力
層
Ⅳ

土師器
甕 (4.4)

<6.0>

内

外

ヘラナデ (横位 )

ヘラケズ リ(斜位 )

歴氏音62/3魂長イ7
内  5YI15/4(1こ ぶい赤褐 )

al・  7.5ヽ nR6/3(に メドいネ局)

0.5mm以 下の自色粒子少量
含む。

カマ ド堀方
Ⅱ区 2層

土師器
甕

(4.0)
<6.1>

内

外

ヘラナデ
ヘラケズ リ(斜位 )

症ヽ音61/4夕長イ子
内 2.5YIt5/4(に ぶい赤褐 )

外 nR6/3(に ぶい橙 )

0.5mm以 下の自色粒子、赤色
粒子、黒色粒子少量含む。

カマ ド堀 方
Ⅲ区堀 方

土師器
甕

(4.8)
<4.0>

内

外

ヘラナデ
ヘラケズリ

瓶ヽ音|'3/4夕美イ子
2.5Ⅷ /4(|こメドいお筆)

l mm以下の自色粒子少量含
t∫ 。

カマ ド
カマ ド堀方
Ⅱ区 2層

縄文土器
鉢

壼区 2層

番 号 種類 IR・ さ g厚 さ 備 考 Jl上位置

鉄製刀子



H7号住居址

6)H7号 住居llL(第 18～ 20図、第 7表、巻頭図版 40506図 版 405・ 13)

Bく 4グ リットにあり、南北428cm、 東西436cmの 方形を呈し、壁残高は50cmを浪1る 。カマ ドは北壁中央よりやや西

に寄っている。主軸方位はN-5° ―Wを指す。床面には灰 。焼土がみられ焼失家屋であるため土器が多く残されて

いた。カマ ドは崩壊していたが、煙道部は下に沈んではいるものの旧状を留めていた。カマ ドは地山を残して袖芯と

し、先端には袖石を置いたようである。検出時西側の袖は袖石を残したまま土は少し西に動いていた。そのため袖石

と粘土がずれている。枢石はP4の東にある。北方向からの急激な堆積によリカマ ドが崩壊 した様子がわかる。焚口

の内幅は40cmを 測る。火床面には灰が残っていた。主柱穴はPl～ P4である。ピットの堀方が 2重にあり、径44～

56cm、 深さ40～50cmを減1る 円形または楕円形の中に、径28～ 36cmの ほぼ円形のピットが掘り込まれ、径16～ 22cmの柱

痕がみられた。南壁下中央には径38cm深 さ12cmの 出入り回の落ち込みがある。壁下には周溝が巡っている。床面はロ

ームを入れて貼っているが焼失家屋のためか締まっていなかった。

出土遺物には土師器杯(1～ 10)、 小椀 (12)、 鉢 (11・ 13～ 22)、 長胴甕 (23～ 29)、 丸胴甕 (30)、 甑 (31・ 32)凝灰岩製

砥石 (33)、 編物石 (34～ 51)が ある。土師器杯は 1～ 4が須恵器杯蓋模倣杯である。橙色の胎土が粉末質で小振りな杯

である。内面はナデ、外面口縁部横ナデ底部ヘラケズリ調整される。 3は底部と口縁の外稜は調整の差異による外稜

となっている。焼成もいくらかあまい。 5～ 8は須恵器杯蓋模倣杯であるが、内面 ミガキ黒色処理されるもので、外

面は口縁部横ナデ底部ヘラケズリされた後 ミガキが施される。器肉は厚い。 9は黒色土器で、内外面 ミガキ黒色処理

される。10は平底に近い杯で、外稜を持って口縁が立ちあがる。12は椀の小型品で横ナデされ、わずかにミガキがあ

る。この中で完形に近いものだけを挙げると、杯では 2・ 3・ 9。 10。 12である。 5～ 8。 10の杯は磨耗が著しく、

6が 1/2、 10が 4/5残存するが、1/3～ 1/4程度の残りである。後者は少々旧い段階に位置づけられるのであろうか。鉢

は13・ 17・ 20～ 22がほぼ完形の上器である。13は体部球形で端部だけつまんで直立させている。14～ 15は須恵器杯身

の模倣であろうかEl縁 が内傾する。17は小形甕でもよいかもしれない。20は編物石の側から出土し、ミガキ調整され

る。21は大きい鉢で、内面半分は黒色を呈しミガキ黒色処理されたものであろうか。22の 小型の鉢はミガキ調整は部

分的でナデ調整黒色処理される。長胴甕は底部まである25。 28・ 29が使用されていた甕であろう。25は口縁が外反し、

胴部形が砲弾形である。最大径は口縁にある。長胴化が進み器高は40cmを浪1る 。28・ 29は鉢型に近い甕で口径が大き

い。日縁は短く外反し、黒色を呈す。23の 甕は日縁が大きく強く外反し、胴部はヘラケズリされ胴下部は細い器形で

ある。24は 23よ り口縁が短く胴下部もすぼまらない。26・ 27の 甕は中型の甕で平底を呈し、27は本葉痕が残る。甑は

鉢形で、多子L(31)と 単孔 (32)が ある。ミガキ調整はわずかにみられるがナデ調整に近いものである。28・ 29の 甕に

セットするには小さい甑である。23～ 26の 甕と大きさが合っている。30の丸胴甕はケズリ・ハケロを残しミガキ調整

される。

南西床面からは18個 (34～ 51)の 編物石が図示 したようにまとまって出土している。

これらは古墳時代後期の上器群であろう。

第 7表 H7号住居址出土遺物一覧表

番号 器種 法量 成形・調整 残存量・色調 胎土・特徴 出上位置

1
土師器

オ不

(12.9)
(11.6)
<3.2>

内 横ナデ
外 国縁部横ナデ→底部ケズ リ

口縁部1/6残存
1内  2.5YR6/6(橙 )

外 2.5YR6/6(橙 )

緻密。 l mmの 自色粒子、黒
色粒子少量含む。

カマ ド

2
土師器

杯

11.4
10.3
4.4

内

外
みこみ部ナデーロ縁部横ナデ
ロ縁部横ナデ→底部強いケズ リ

口縁部3/4残存、底部完形
内  2.いR7/6(橙 )

タト  2.5YIt7/6(お 笠)

緻密。l mm以下の赤色粒子、
黒色粒子少量含む。

層
層

層

区
区

区

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

3
土師器

杯

11.3
10.0
3.8

内

外
みこみ部ナデーロ縁部横ナデ
ロ縁部横ナデ→底部ケズ リ

完形
内 nR7/6(橙 )

外 5YR7/6(橙 )

l mmの赤色粒子、黒色粒子、
自色粒子少量含む。
緻密。

層

層

区

区

Ⅲ

Ⅳ

土師器
杯

(10.6)
(8.6)
3.5

内

外
横ナデ
ロ縁部横ナデ→底部ナデ

口縁部1/6残存
内  訥R7/6(橙 )

外 5YIt7/6(橙 )

緻密。
外面磨耗 している。

カマ ド

5
圭師器

杯

(12.4)
(11.1)

<4.4>

内 剥離、磨耗著 しく判 ll」 できない (黒色処
理 )

外 口縁部 ミガキ・底部ケズ リ(黒色処理 )

口縁部 1/4、 底部1/3残存
内 10YR7/2(に ぶい黄橙 )

外 1的R7/1(灰自)

l mm以下の赤色粒子、白色
粒子、黒色粒子少量含む。

I区 1層

6
土師器

杯

13.0
10.7
4.2

内 ミガキ→黒色処理
外 国縁部横ナデ→底部ケズ リ

口縁～底部1/2残存
外 10Ylt8/3餞 黄橙 )

l mmの 自色粒子、黒色粒子、
赤色粒子含む。
段あり。

7
土師器

杯

(13.2)
(11.0)
<3.2>

ミガキ (単位はわからない)

口縁部横ナデ・底部ナデ
内面剥離著 しい。外面磨耗著 しヽ

内

外
口縁部1/6残存
10ヽ ]R7/4(1こ 1ド いお釜)

l mm以下の赤色粒子、自色
粒子、黒色粒子含む。
沈線あり。

皿区 トレ

8
土師器

杯

(13.1)
(10.7)
<3.6>

内 ミガキ→黒色処理
外 国縁部 ミガキ・底部ケズ リ

匡1縁部 1/27践存
外 7.ヽR7/3(に ぶい橙 )

l mmの黒色粒子、赤色粒子
含む。 3 mm以 下の白色粒子
含む。

Ⅲ 区



H7号住居址

＾
口

ml

♀ (1:40)ヽ 8m

編物石出土状況

標高 723001n

,   (1180)  4m

H7 土層説明

1灰黄褐色土層 (10YR4/2) 10YR2/2不 定大ブロックを含む。

2に ぶい黄褐色土層 (10YR5/3) 10YR2/2不 定大ブロック、10YR7/4ロ ームを多 く含む。

3.黒褐色土層 (10YR2/2)・ にぶい黄橙色土層 (10YR7/4) ローム混在止層。

4.にぶい橙色土層 (7.5YR6/4) カマ ド粘土崩壊層。

5褐色上層 (10YR4/4) 灰、焼土粒子を含む。

6周溝

7.褐灰色土層 (7 5YR6/1)灰層。

8黒褐色土層 (7.5YR3/2)灰 、焼上、粘土ブロックを含む。 (カ マ ド堀方埋土 )

9.黒色上層 (7 5YR2/1)粘土、炭化物粒子を含む。 (カ マ ド堀方 )

10にぶい赤褐色土層 (5YR5/4) 粘土層。 (カ マ ド構築土)

11.褐色土層 (10YR4/4) 柱痕。

12.にぶい黄橙色土層 (10YR7/4) ローム主体。パ ミスを含む。 (ピ ッ ト堀方 )

13灰黄褐色土層 (10YR4/2)・ 明黄褐色土層 (10YR7/6) ローム混在層。 (貼床 )

14明 黄褐色土層 (10YR7/6) ローム主体。 (堀方埋土)

15.に ぶい黄橙色上層 (10YR7/4) ローム主体。 (堀方埋土)

16にボい黄橙色土層 (10YR6/3) ピット堀方埋土。

H7号住居址

23

第18図 9       (l i 4)      1,Cm



H7号住居址

0   (1:4)   10Cm

第19図 H7号 住居址
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H7号住居址

OM bb

甲 36ら37038Q9C004

Q 噂 50硼
駐

第20図 H7号住居址

o    (1 : 4)    locm

9
土師器

杯

(11.8)

3.9

内

外
ガキ→ 黒 色処 理
ガキ→ 黒 色 処 理

口縁部3/4残存
黒色

l mm以下の白色粒子含む。 皿区 3層

土師器
杯

(11.9)
7.0
3.8

内

外
ミガキ→黒色処理
ナデ

底部ほぼ完形
外 7.騨R7/2(明 褐灰 )

l mmの 赤色粒子、l mm以下の
自色粒子、黒色粒子を含む。
外面磨耗。

土師器
鉢

(16.2)

<3.6>

内

外
ガキ→黒色処理
ガキ

口縁部1/6残存
al・  7.5YIt7/4(1こ 妻ドいお金)

l mm以下の白色粒子含む。 検 出



H7号住居址

土師器
/Jヽ椀

内

外
みこみ部ナデーロ縁部横ナデ→ ミガキ
ナデ→口縁部横ナデ→ ミガキ

形完
内
外

10YR7/3(に メドい1昔お釜)

10YR7/3(1こ メドい3彗お釜)

l mmの 白色粒子含む。 2111111

以下の小石少量含む。
Ⅳ区 1層

土師器
鉢

(14.8)

8.5

ガキ→黒色処理
ガキ

内

外
口縁部1/3残存
外 7.5YR7/3(に ぶい橙 )

1～ 2 mmの赤色粒子、黒色
粒子含む。

層
層

区
区

土 師 器

鉢

(13.8)
5.1
8.3

胴 ～底 部 ケ ズ リ→
理
キ

処
ガ

色
ミ

黒
位

↓
横

キ
部
キ

ガ
縁
ガ

ミヽ
ロ
ミ

内
外

口縁音『1/6残存
内  7.5Ⅵる/3(に ぶい褐 )

外 10YR5/1(褐 灰 )

1～ 2 mmの赤色粒子、白色
粒子、黒色粒子含む。 層

マ
区

カ
ー

土師器
鉢

(12.0)

<9.4>

内 胴部ヘラナデーロ縁部横ナデー ミガキ
外 国縁部横ナデーケズリ

外面摩耗著 しい

口縁部1/2残存
内 10YIt7/2(に ぶい黄橙 )

外 1鋭R7/2(に ぶい黄橙 )

1～ 2 mlの 白色粒子、赤色
粒子、黒色粒子含む。
磨耗。

層
レ

区
区

土師器
鉢

(11.4)
(6.3)

<10.2>

内 胴部横位～斜位ヘラナデーロ縁部横ナ
デ→一部 ミガキ

外 国縁音『横ナデ。月同部ケズリ→条能なミガキ

口縁部1/3残存
内 7.5YIt8/3(浅 黄橙 )

外 5Ylt8/3(淡 橙 )

1～ 2 mmの 自色・黒色粒子
含む。

層
層

区
区

土師器
鉢

(13.8)
5.7
11.9

内 胴～底部ヘラナデ→口縁部～胴上半部
横ナデーロ縁部 ミガキ

外 国縁部横ナデー胴・底部ケズリ

口縁部3/4残存、底部完形
内 10Ylt7/3(に ぶい黄橙 )

タト  7.5YIt7/3(に `い
いお筆)

l mm以下の赤色粒子、自色
粒子含む。
1～ 2 mmの小石含む。

1区 2層
Ⅲ区
Ⅳ区 2層

土師器
鉢

(13.0)

<7.5>
内 口縁部横ナデ→ ミガキ
外 国縁部横ナデー ミガキ

口縁部1/4残存
7.5YI18/4(浅黄橙 )

緻密。
l mmの赤色粒子少量含む。
外面磨滅。

Ⅳ区 2層

土師器
鉢

(6.8)
<5.6>

ミガキ→黒色処理
ミガキ (た だし、磨滅著 しく単位の判
別不能)黒色処理か ?

内

外 底部1/2残存
10YR4/1(褐 灰 )

l lllnl以下の自色粒子多く含
こ∫ 。

3層lll区

土師器
鉢

Ｈ

６
．
８
．

キ

キ

ガ

ガ

内

外
2.5YRCD/4(|こ

'ド

いお金)

7.5ヽヨR7/3(に メドいお筆)

形完
内
外

l mmの 白色粒子、黒色粒子、
赤色粒子含む。

土師器
鉢

ミガキ→黒色処理か
ミガキ

内

外
口縁部7/8残存
7.5ヽnR7/4(に メドいお議)

1～ 2 mmの 自色粒子含む。 I区 2層

土師器
/Jヽイ本

内 口縁部横ナデー胴～底部ヘラナデー部
分的に ミガキ→黒色処理

外 胴・底部ナデーロ縁部横ナデー部分的
に ミガキ→黒色処理

口縁部1/4残存、底部完形
10YR6/6(明 黄褐 )

l mmの 自色粒子多く含む。 I区 1層

土師器
甕

24.0

<34.9>

内

外
口縁部横ナデ→胴部横位ヘラナデ
ロ縁部横ナデー胴部縦位ケズ リ

口縁部1/2残存
内 10YR7/3(に ぶい黄橙 )

外 10ⅥV/3(に ぶい黄橙 )

2 nlln以下の白色粒子多く含
嗜∫。
2～ 5 mmの 白い小石を多く
含む。

I区 1層
検出

土師器
甕

21.7

<30,7>

内

外
口縁部横ナデ→胴部横位ヘラナデ
ロ縁部横ナデー胴部縦位ケズ リ

口縁部完形
5Ⅵも/8(明赤褐 )

3.5mm以 下の自色粒子少量
含む。
小石少量含む。

層

層

区

区

Ⅲ

Ⅳ

土師器
甕

20.8
7.1
40.2

内

外
口縁部横ナデ→胴～底部ナデ
ロ縁部横ナデ→胴・底部ケズリ

ほぼ完形
7.5ヽ9R7/4(に メドいお登)

1～ 2 mmの 自色粒子、赤色
粒子含む。

皿区 2層

土師器
甕

17.0
(5.8)
24.6

内

外
胴～底部ヘラナデーロ縁部横ナデ
胴部縦位ヘラナデ→口縁部横ナデ

口縁部ほぼ完形
5YR7/4(1こ メドい掟筆)

l mmの 自色粒子、黒色粒子、
赤色粒子含む。

層

層

区

区

Ⅳ

Ⅳ

土師器
甕

(17.6)
5.4
25.7

内

外
口縁部横ナデ・胴～底部ヘラナデ
ロ縁部横ナデ→胴・底部ナデ (木葉痕
を消す )

底部完形・口縁部1/2残存
5取]R7/4(にメドいお釜)

l mm以下の自色粒子、赤色
粒子、黒色粒子含む。

層
層
層

区
区
区

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

土師器
甕

21.2
6.5
25.5

内
外

口縁部横ナデ→底部胴～縦位ナデ
ロ縁部横ナデー底部胴・縦位ケズリ

口縁部・底部完形
内 10YR7/2(に ぶい黄橙 )

N2/0(黒 )

外 10YR7/2(に ぶい黄橙 )

N2/0(黒 )

4 mm以下の自色粒子多く含
t∫ 。

Ⅳ区 3層

土師器
甕

21.2
6.1
21.8

口縁部横ナデ→
ll Hl～ 底部ナデ

ロ縁部横ナデー胴・底部ケズリ
内

外

ほぼ完形
内 10YR8/2(灰 白)

N3/0(暗 灰 )

外 10ⅥW/2(に ぶい黄橙 )

N3/0(暗 灰 )

1～ 2 mmの 自色粒子を多く
含む。

土師器
甕

16.8

<10.8>

口縁部横ナデ→ミガキ・用同横位ハケナデ
胴部ケズリ・ハケナデー ミガキーロ縁
部横ナデ

内
外

口縁部完形
7.DR7/3(に ぶい橙 )

l mmの 赤色粒子含む。 Ⅱ区 2層

上自「ll器
甑

(多子し)

(17.9)
8.2
7.8

内  口縁 部 横 ナ デー 胴 ～底 部 ヘ ラナデ わず
か に ミガキ→ 黒 色 処 理

外  ミガキ→ 黒 色 処 理

口縁部3/4残存
2.5YIR5/1(赤 灰 )

l mm前後の白色粒子、黒色
粒子含む。
焼成前に穿子L。 (15個 )

土 師 器

甑

(一 子L)

16.8
4.8
9.3

内 胴～底部ヘラナデーロ縁部横ナデ→黒
色処理

外 胴～底部ケズ リ・ナデ→口縁部横ナデ
5ヽ狼7/4(に 邁ドいお金)

完形
外

l mm前後の赤色粒子、自色
粒子、黒色粒子含む。
焼成前に穿子し。



番 号 種 類 長 さ 巾 厚 さ 備 考 出土位置

砥 石 凝灰岩 Ⅲ区 3層

編物石 5.5 擦面あり。安山岩。

編物石 擦面あり。安山岩。

編物石 擦面あり。安山岩。

編物石 擦面あり。安山岩。

編物石 擦面あり。安山岩。

編物石 擦面あり。安山:岩。

編物石 安山岩。

編物石 擦面あり。安山岩。

編物石 擦面あり。安山岩。

編物石 擦面あり。安山岩。

編物石 212 安山岩。

編物石 安山岩。

編物石 擦面あり。安山岩。

編物石 擦面あり。安山岩。

編物石 安山岩。

編物石 花向岩。擦面あり。

編物石 擦面あり。砂岩

編物石 擦画あり。安山岩。

H7・ H8号住居址

8)H8号 住居tlL(第21022図、第 8表、図版 6・ 14)

Dあ 3グ リットにあり、南北452cm、 東西484cmの 東西に長い方形を呈し、壁残高は50cmを測る。カマ ドは北壁中央

にあり、主軸方位はN-28° 一Wを指す。カマドは粘土で構築され、両袖と煙道が残っていた。カマ ド焚回の内幅44

cmを測る。主柱穴はPl～P4の 4本である。短径56～ 70cm深 さ60～ 72cmの 円形または権円形の大きい堀方に、短径

で34～54cmの楕円形ないし円形のピット掘っている。P2と P3に柱痕がみられ、径24cmを汲1る 。カマ ドの東脇には

P7・ P8の径44cm深 さ8 cm、 径28cm深 さ12cmの 円形小ピットがみられた。また南壁下に径28clll深 さ18cmと 径18cm深

さ12cmを測る円形の出入りロピットがあった。床面はロームと黒褐色土ブロックで貼床 し、周辺部は深く掘り下げ、

中央部に高く地山を残す堀方であった。

出土遺物には須恵器蓋 (1)・ 甕 (6)・ 醜 (16)。 杯 (17)、 土師器鉢 (2)、 把手付鉢 (3)、 甕 (4・ 5・ 10。 11。 13～

15)、 丸胴甕 (7,8・ 9。 12)、 縄文土器 (18)、 鉄製品 (19)、 スリ石 (20。 21)の 2点がある。

1の須恵器蓋はかえりがあり、天丼部は回転ヘラケズリされる。 6の甕は器肉が薄く、日縁端部は帯状をなし、胴

部タタキロ後口縁部が横ナデされる。内面はナデ調整である。16は醜の底部であろうかナデ調整される。17は杯底部

で、底部回転ヘラケズリ後刻書される。「郷」か文字は判読できない。土師器は杯がなく、 2の鉢は内面 ミガキ黒色

処理される素EIl縁である。 3は舌状の把手が付く。内面EIl縁部と外面の一部がミガキ調整される。甕は古墳時代の厚

手の長胴甕 (11・ 13・ 15)と 武蔵甕 (4。 10・ 14)の 両者がある。丸胴甕は 7・ 8は同個体であるが接合点はない。磨耗

が著しく、外面にミガキの痕跡が残り、内面胴部はナデ調整される。 9の丸胴甕口縁部は内外面 ミガキ調整される。

本住居址の遺物はいずれも破片で、完形品はない。

古墳時代後期の上器群であろうと推浪1さ れる。

第 8表 H8号住居址出土遺物一覧表

番号 器種 法量 成形・調整 残存量・色調 胎土・特徴 出上位置

l

須 恵 器
蓋

(19。 7)

<3.3>
内 ロクロナデ
外 ロクロナデー天丼部回転ヘラケズ リ

口縁部1/8残存
内 N5/0(灰 )

外 N6/0(灰 )

2 mm以 下の自色粒子多量に
含む。
外面自然釉付着。

層
層

区
区

2
土師器

鉢

(15.8)

9.5

内

外
ガキ→黒色処理
ガキ

口縁部1/4残存
10YR8/3(浅 黄橙 )

3 mln以 下の赤色粒子、 l mm
以下の自色粒子含む。

Ⅳ区 2層

3
土師器

鉢
(把手付 )

(9.2)

<6.1>
内 口縁部横位 ミガキ・胴部横位ヘラナデ
外 国縁部横ナデ・胴部ナデ→一部 ミガキ

口縁部1/3残存
7.5取R7/6

l mm以下の赤色粒子、黒色
粒子を含む。

Ⅱ区 I層



H8号住居址
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巫ト
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〇
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甲

【

標高 72290m
2m

口
|

H8 上層説明

1.黒褐色土層 (10YR2/3) ～ 3 cnパ ミス、ローム粒子を含む。

2.黒褐色土層 (10YR3/2)":繋
籍i倉「 お黒多緞 ズ 弓途議『 £ξttξ:む

。

3.褐色土層 (10YR4/4) 10YR5/4の ローム粒子を多 く含む。 (周 溝 )

4.黒褐色土層 (10YR2/3) 10YR3/1粘 上ブロックを含む。 (カ マ ド構築土 )

5.焼土

6カ マ ド堀方

7.黒褐色土層 (10YR2/3) ～ l cmパ ミス、ローム粒子を含む。

8褐色土層 (10YR4/4) ローム粒子を多 く含む。 (柱痕)          .
9.にぶい黄褐色土層 (10YR5/4) ローム主体。～ 5 clnパ ミスを多 く含む。 (ピ ッ ト)

10.黒褐色土層 (10YR3/2) ローム、パ ミスを含む。

11.暗褐色土層 (7.5YR3/3) ローム粒子を多く含む。

12暗褐色土層 (10YR3/4) パ ミス、ロームブロック、黒褐色土ブロック含む。 (貼床 )

13.暗褐色上層 (10YR3/4) 粘土ブロックを含む。 (貼末 )

14.暗褐色土層 (10YR3/3) ローム粒子、パ ミスを含む。 (堀方埋土)

15に ぶい黄褐色土層 (10YR4/3) ローム、パ ミスを多 く含む。 (堀方埋土 )

16.にぶい黄橙色土層 (10YR6/4) ローム主体。 (堀 方埋土 )

17.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3) 粘土ブロック、ロームブロックを含む。 (P9)
18.褐色土層 (10YR4/4) ローム粒子、パ ミスを含む。 (P10)
19.にぶい黄褐色土層 (10YR5/4) ローム主体。 (1日 ピッ ト堀方 )

H8号住居址第21図 9       (1 1 4)      lρ
Cm



H8号住居址

＼要ミ当躙跛蒻
鉤
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第22図  H8号 住居址

鰤
γ

①

飩
蠍
Ｑ

9      (1 1 4)      lρ cm

4
土師器

甕 (6.0)
<4.5>

キ

リ

ガ

ズ
ミ

ケ
内
外

底部1/4残存
内  2.5YRCD/4(|こ ぶい橙 )

外 5YIt7/4(に ぶい橙 )

l mm以下の赤色粒子、白色
粒子を少量含む。

Ⅱ区 2層

5
土師器

甕
(3.8)
<3.2>

デ
ズ

ナ
ケ

内
外

底部1/2残存
ノヽ  10YR5/3(に メドいネ尋)

外 7.洸R7/4(に ぶい橙 )

l mm以下の自色粒子、赤色
粒子、黒色粒子含む。

I区 2層

6
須恵器

甕

(20.8)

<7.3>

内

外
胴部ナデー園縁部横ナデ
胴部 タタキロ→口縁部横ナデ

口縁部1/4残存
7.5Y5/1(灰 )

l mm以下の自色粒子、黒色
粒子少量含む。

Ⅳ区 2層

7
土師器

甕

(25.1)

<19.9>

内

外
胴部横位ヘラナデ
ミガキ (単位判別できない)

口縁部3/8残存
10YR7/3(に ぶい黄橙 )

1■mの赤色粒子、白色粒子
含む。
外面および内面口縁部磨滅。
8と 同一個体か ?

レ
層
層
層

ヽ

区
区
区
区

マ

ー
ー
Ⅳ
Ⅳ
カ 検 出



H8号住居址
Fl・ F2・ F3・ F4号掘立柱建物址

土師器
甕 <15.8>

内 横位ヘラナデ
外 ミガキ (単位判別できない)

底部1/2残存
lmR7/3(に ぶい黄橙 )

l mmの 赤色粒子、白色粒子
含む。
外面磨滅。7と 同一個体か ?

レ
層

層

区

区

区

Ｉ

Ⅳ

Ⅳ

土師器
甕

(27.2)

<4.4>

内

外
ガキ
ガキ

口縁部1/8残存
7.5調 /4(浅黄橙 )

l mm以下の白色粒子、赤色
粒子少量含む
内面剥離。

層

層

区

区

Ⅱ

Ⅳ

土師器
甕

(22.8)

<3.8>

内

外
横ナデ
横ナデ

E]瓶及音卜1/4夕先イ7
7.5YR7/4(に 1ド いお釜)

l mmの 赤色粒子含む。 I区 1層

11
土師器

甕

(15.6)

<3.1>
内 横ナデ
外 横ナデ→一部 ミガキ

口縁部1/8残存
10YIt7/3(にぶい黄橙 )

l mm以 下の自色粒子含む。
層

層

区

区

Ⅱ

Ⅳ

土師器
甕

＞

＞

一
７
．

７

４
．

４

＜

＜

内

外
ミガキ
ミガキ

底部1/6残存
内  7.5R7/4(に

`ド

い掟笠)

夕1  5YR7/6(お 笠)

緻 密 。 Ⅱ区 1層

土師器
甕 (7.0)

<4.7>
内 ナデとミガキ
外 ミガキ

底部1/4残存
内 lllYR4/1(褐 灰 )

外 10YR8/3(浅 黄橙 )

白色粒子、赤色粒子、黒色
粒子含む。小石含む。
外面剥離著 しい。

Ⅱ区 1層

土師器
甕

4.1
<16.5>

内

外

ヘラナデ
ヘラケズ リ

底部完形
5YR7/4(|こ 1ド いお笠)

l mm以下の白色粒子少量含
む 。

I区堀方

上師器
甑

(26.6)

<6.6>

内

外
回縁部横ナデ→ ミガキ・胴部ヘラナデ
ロ縁部横ナデ→胴部縦位ケズリ

口縁部1/10残存
10YIt7/3(にぶい黄橙 )

l mm以下の赤色粒子、白色
粒子少量含む。

皿EXIト レ

須恵器
琺

(6.6)
<2.4>

内

外
ロクロナデー外面一部ナデ
ロクロナデ→外面一部ナデ

底部3/4残存
N6/0(灰 )

l mmの 白色粒子、黒色粒子
含む。

I区 1層

須恵器
杯

(8.6)
<1.0>

内 ロクロナデ
外 ロクロナデ・底部回転ヘラケズ リ→キ

ザ ミロ…刻書
「頻『」か。 I区 1層

縄文土器
深鉢

Ⅲ区 1層

番号 種類 長 さ 巾 厚 さ g 備 考 出上位置

鉄製品 <7.3> Ⅱ区 2層

擦石 <7.4> <5.5> 赤色顔料付着。敲打痕あり。安山岩。 I区 1層

擦石 安山岩。

Z、 掘立権建物址

1)Fl号 IFE立柱建物tIL(第 23図 、図I17Y7)

Aこ 4グ リットにあり、 4間×3間の東西棟で側柱式である。東西640cm、 南北512cmを測る長方形を呈す。長軸方

位はN-63° 一Eを指す。南列は柱穴が 1個多い。柱間は桁行きの狭いところで104・ 120cm、 広いところで140～ 172

cmと 不規則である。梁間柱間は160cm～ 192cmを減1る 。柱穴はほぼ円形を塁し、24～ 44cm、 深さ11～ 37.5cmを 浪1る 。明

確な柱痕は認められなかった。

出土遺物はP3か ら武蔵甕口縁部片が 1点出土する。

2)F2号 掘立柱建物址 (第 24図 、図版 1)

Cあ 3グ リットにあり、Hl・ F5と重複する。新旧は不明。不規則な柱穴の配列である。 2問 × 2問 かと推浪1さ

れるがピット群と捉えた方がよいと思う。

3)「 3号掘立柱建物tlL(第 25図 、図II1 7)

Aく 6グ リットにあり、古墳時代後期の住居址 H2。 M3に切られる。 4問 × 2間の東西棟で倶1柱式である。東西

728cm、 南北440cmの 長方形である。長軸方位 N-67° 一Eを指す。桁行き柱問160cm～ 216cm、 梁行き柱間200cm～ 240

cmを減1る 。柱穴は楕円形ないし円形を呈し、長径48～ 100cm、 深さ42～79cmを減1る 。

出土遺物は、Plか ら土師器杯の内面 ミガキ黒色処理片 1点、P9か らは土師器丸胴甕胴部片 1点、P3か ら器種不

明 1点、これらは古墳時代後期の破片である。P6か らは縄文の浅鉢片 1点がある。

4)「 4号掘立柱建物址 (第24図 、図版 7)

Aこ 10グ リットにあり、撹乱により、南西のピットが壊されていた。 1問 × 2間の側柱式で、東西360cm、 南北352

cmの方形を呈する。長軸方位はN-75° 一Eを指す。桁行き360cm、 梁行き柱間は168cm～ 184cmを測る。柱穴は円形で、

30



Fl・ F6号掘立柱建物址

径56cm～ 68cm、 深さ48～57cmを浪1る 。径14～ 24cmの柱痕がみられた。

出土遺物はない。

5)F6号 IF激柱建物 t」L(第 23図、図ll1 7 0 14)

Bけ 5グ リットにあり、 3問 ×2間の東西棟である。東西460cm南 北360cmの 長方形で長軸方位はN-80° 一Eを指

す。桁行き柱間は140cmと 160cm、 梁行き柱間は180cmで ある。柱穴は円形を呈 し、径44～72cm深 さ40～ 90clllを 測る。

柱痕は径20cmを測る。

出土遺物は、P7か ら縄文の浅鉢片、P9か ら外面にタタキロのある須恵器甕胴部片が出土している。

Fl

kl     私l      hl      hl

F6

A Ａ
一

Ｂ
一

Ｃ
一

A ??)

P8

旦 輌ル

rl■

2 A'

絋
Pl

Fl 土層説明

1黒褐色土層 (10YR2/2) l llullパ ミス、ローム粒子をわずかに含む。

2黒褐色土層 (10YR2/2) 1層 より黒色強。

3黒褐色土層 (10YR2/3) l cmパ ミスを多く含み、ローム粒子を含む。

k,7旦 '

鍼

標高 724.30m

9   (1:80)  ?m

P2

9   
標
717絶 80m   ?m

F6 土層説明

1.黒褐色上層 (10YR3/2) 10YR7/4ロ ームを少 し含む。
2.に ぶい黄橙色土層 (10YR7/4) ローム 2次堆積。10YR3/2上 を少 し含む。
3黒褐色土層 (10YR3/2) 柱痕。

獨 1に の

Pl

F10F 6号掘立柱建物址

31

P12         ~ P13             P14          ~P15

剛 旦
り
'轟

P9           P8       P7      P6     ′ァ、P5   P4

1

絋
P15

31 F'

第23図



F2・ F4・ F7・ F8号掘立柱建物llL

6)「 7号掘立柱建物址 (第24図 、図II1 7)

Dえ 2グ リットにあり、西側は調査区域外である。掘立柱建物址の東端を調査した。規模は不明、一× 2間の梁行

きは440cmを 測る。軸方位はN-38° 一Wを指す。柱穴は円形を呈し、径48～ 64cl■ 深さ27～ 29cmを浪1る 。

出土遺物はない。

7)「 8号掘立柱建物址 (第25図 、図版 7)

Bけ 1グ リットにあり、奈良末 。平安初頭の竪穴住居址 H6に切られている。 3問 × 2間の南北棟で長軸方位はN
-25° 一Wを指す。桁行き柱間140～ 180cm梁 行き柱問246cmを 汲1る 。柱穴は円形基調で、径44～ 60cm、 深 さ13～ 43cm

を波Jる 。

出土遺物はない。

F2 F7

P3

A'

鍼
Pl

B'

礼
⑨
Ｐｑ

Ｂ
一

ｍ
　

　

Ｂ
一

Ｂ
一

尤
絋P3          P2

標高 72440m

O    (1:80)   2m

標高 72300m

9   (1180)  7m
P4

F7 土層説明

1黒褐色土層 (10YR2/2) ～ l cmの パミス、ローム粒子をわずかに含む。

2.黒褐色土層 (10YR2/2) ～ 2 cmの パミスを多く含み、ローム粒子を含む。

3褐色土層 (10YR4/6) ローム主体。

F4 土層説明

1.黒褐色上層 (10YR2/2)

柱痕。 l Cmパ ミス、口~ム粒子を含む。

2黒褐色土層 (10YR2/3)

～ 2 cllパ ミス、ローム粒子を多く含む。

9  
標

,17:も∬
m  7m

F2 土層説明

1黒 褐色土層 (10YR2/3) パ ミスが少量混入。

2黒 褐色土層 (10YR3/2) 黄色 ローム粒子が混入。

F4

第24図  F20F40F7号 掘立柱建物址
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ミミミミミヽ 1ヽ11111ミミミli::L'

P5

2



F3・ F8号掘立柱建物llL

単独ピット

P9
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F3 土層説明

1黒褐色土層 (10YR3/2)

10YR4/2粒 子を少 し含む。

2灰 黄褐色土層 (10YR4/2)

10YR6/6の ロームを少 し含む。

3 にぶい黄橙色土層 (10YR6/3)

ロームの 2次堆積。

10YR4/2土 を含む。

4 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)                        標高 72390m
柱痕。                         9   (1180)   ?m

第25図  F3・ F8号掘立柱建物址

S、 艤独ビット (第26図 、第9表、図版14)

調査区から160個の単独ピットが検出された。住居址の側に単独ピットが密集してみられた。
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第26図 単独 ピット
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Ml・ M2・ M3号溝址

4、 溝址

1)A/11号溝tIL(第 27図 、第10表、図版8014)

調査区北端、Aこ 1グ リットからCお 3グ リットにかけて東西方向に伸びる溝である。幅は130～ 184cmを 汲1り 、

2段の落ち込みを持つ。北側は浅く締まった底面があり、南側は16cmほ ど低く締まった面はない。北側の締まった面

と側溝は道路址にみられるもので、これは道路の跡であろう。西に向かって低くなっている。

標高 723.90m

♀   (11160)  lm

Ml 土層説明

1.黒褐色土層 (10YR2/3) ローム粒子を多 く含み、 5 11ull大 のパ ミスを含む。

2黒褐色土層 (10YR2/2) ローム、 5 null大 のパ ミスを含む。

3黒褐色土層 (10YR2/2) 0.5～ l cm大 のパ ミス、ローム粒子を含む。

4.黒褐色 (10YR3/2)褐 色 (10YR4/4)土 ブロック混合層。

M2 土層説明

1黒褐色土層 (10YR3/2) パ ミス混入。

2褐 色土層 (10YR4/4) ローム粒子を多量に含み、パ ミスが少量混入。

M3土 層説明

1.黒褐色土層 (10YR3/2) ローム・パ ミス含む。

１魃
Ｃ
一

靡 (m)

＼ ‐ 卜 翡鰊 絣 (M→

⊂

=D3(Ml)
0 (t:4) t0cm

調 査 区 外   第27図 M10M20M3号 溝址

出土遺物には須恵器高台付杯 (1)、 須恵器甕の底部 (2)、 軽石製円盤状石製品(3)が ある。他に破片では須恵器杯

の回転糸切り底・瓶胴部・タタキロの甕、土師器長胴甕、土師器杯の回転糸切り底のものがある。これ以上新しい遺

物はみられない。土器片は奈良末～平安頃時代が該期と推測される。

標高 724601n
断面図 (1:80) 2m

?  平面図(1:160) lm



M2・ M3号溝址
EMl号 円形周溝

2)M2号 溝址 (第27図 、図IIX 8)

Mlに切 られ、その北に東西方向に伸びている。検出グリットは Cあ 1か らCお 1グ リットである。幅56～ 92cm

深さ10～ 15cmの浅い溝である。西に傾斜している。

出土遺物は 8点の土器破片である。須恵器杯、甕底部、土師器杯、武蔵甕胴部といずれも小片である。土器片は古

墳後期から奈良時代のものと推浪Jさ れる。

3)A/13号溝tlL(第27図 、図II1 8)

Aく 6か らCあ 7グ リットにあり、東西方向に伸びる溝である。古墳時代後期の H2に切 られる。幅44～ 72cm深

さ9～ 20cmを測る。

遺物は出土していない。

3、 爾形属滸

1)匡Ml号円形周溝 (第 28図 、図版 8)

調査区南端の Dあ 6グ リットにあり、南北400cm、 東西668cmの 東西に長い楕円形に溝が巡っていた。溝幅は28～

68clll、 深さ16～ 27cmを測る。周溝の内部には遺構は認められなかった。

標高 72440m

♀  (1180)  7m

Dl(陥 じ穴) 土層説明

1.黒色土層 (10YR2/1) パ ミス少量混入。
2.黒褐色土層 (10YR3/2) パ ミス、ローム粒子混入。
3黄褐色土層 (10YR5/8) ローム粒子多量に混入。
4褐 色土層 (7 5YR4/4) ローム粒子多量混入。

標高 72260m
O    (1:80)    2m

パ ミス少量混入。
ローム粒子を多量に混入 し、パ ミスは少量混入。

第28図  EMl号 円形周溝

_2fi三 三 Ξ liI三 三 [三iEII)i‐

1

も

Aこ 9(1:2)

EMl 土層説明

1黒色土層 (loYR2/1)

2褐 色土層 (10YR4/4) 1試掘 (東側 トレンチ)(1:4)

Dl号土坑 0試掘 0グ リット

出土遺物は土器破片のみで、12点ある。須恵器杯は底部回転ヘラ切り離し後ナデ調整される。須恵器甕胴部片は外

面タタキ内面ナデ調整、須恵器甕口縁部、土師器長胴甕胴部片、丸胴甕、武蔵甕胴部片がある。土器片の該期は古墳

から奈良時代である。
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Dl号土坑

第V章 総括

C、 はA
l)Dl号 血坑 (第28図 )

調査区北の Cい 2グ リットで検出された。北側をMlに切られている。長径220cm、 短径116cmの楕円形を呈する。

深さ74cmを浪1り 、底面からは杭痕が 3個検出された。

出土遺物はない。

第 9表 単独ピット出土遺物一覧表

番号 器種 法 量 成形・調整 残存量・色調 胎土・特徴 出上位置

1
縄文土器

深鉢
(7.8)
<6.3>

キ

キ

ガ

ガ
内
外

底部1/3残存
内 10YIt6/3(に ぶい黄橙 )

外 7.5Ⅵも/4(に ぶい褐 )

緻密。
底部に網代痕あり。

2
縄文土器

深鉢

番 号 種類 長 さ 巾 厚 さ 考 出上位置

3 擦石

4 打斧 安山岩

5 鉄製品 <5.2>

第10表 溝址出土遺物一覧表

番 号 器種 法量 成形・調整 残存量・色調 胎土・特徴 出上位置

1
須 恵 器

杯
(9.2)
<2.7>

内 ロクロナデ
外 ロクロナデ→底部切り離 し→高台貼付

底部1/6残存
5“/1(灰 )

l mm以下の自色粒子少量含
t∫ 。

Ml

2
須恵器

甕
(16.8)
<2.6>

内

外

ヘラナデ
胴下半・回転ヘラケズリ

雇甍音『1/4現美イ字
7.5Y6/1(灰 )

l mm以下の白色粒子、 2 mm

以下の黒色粒子含む。
1/11

番号 種 類 長 さ 厚 さ g 備 考 出上位置

3 擦石 軽石製 Ml

第11表 試掘・グリッド出土遺物一覧表

番号 器種 法 量 成形・調整 残存量・色調 胎土・特徴 出上位置

1
須恵器

甕

(20.4)

<11.8>

内

外
1同部ロクロナデ→口縁部横ナデ
胴部タタキロ→横ナデ・口縁部横ナデ

口縁部1/4残存
10Y6/1(灰 )

l mm以 下の白色粒子含む。
試掘東似1ト レン
チ Pl

番 号 種類 長 さ 巾 厚 さ 備 考 出上位置

鉄製品 <3.3> l A一 こ-9

第V葦

周防畑遺跡群入高山遺跡では竪穴住居址 8棟、掘立柱建物址 8棟、溝址 3本、円形周溝 1本、陥穴 1基 を検出した。

礁、赳穴催鰺址

第Ⅳ章で述べたように、竪穴住居址は古墳時代後期～平安時代初頭までの変遷がみられた。

竪穴住居址の土器を時期別にまとめたものが第29。 30図である。

I期 (古墳時代後期 7C代)H2・ H3・ H7
H2・ H3の土器は土師器杯と丸胴甕が共通する器種であるが、長胴甕はH3に なく、鉢はH2に ないというよう

に出土遺物に片寄りがある。しかし土師器杯の形態は同じであることからほぼ同時期と見なした。H2の飾り太刀の

鞘尾金の編年が 7C中葉以降という年代とすれば、本住居址の土器群も近い時期であることは土器の特徴などから明

らかである。しかし、須恵器模倣杯が多出し、杯底部がヘラケズリで全体に内湾し、口縁部だけ横ナデする器形の杯

がないことから7C前半に置きたい所である。

次にH7号住居址は、須恵器模倣杯の外面の稜の屈曲がなくなり、ヘラケズリと横ナデの調整の異なりからできる

稜のみのものがみられ、新しい様相がある。28。 29長胴甕は鉢形を呈し、他の時期に類例がなく、この期の特徴とす

総 揺
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第V章 総括

ることができる。

Ⅱ期 (古墳時代後期末)H8
H8は破片資料が多く、使用していた土器の確定は困難である。武蔵甕は存在する。かえりのある須恵器蓋はTK

46～TK48窯型式と類似 し、 7C中頃から7C末頃までの年代があてられている。

Ⅲ期 (奈良時代前半)H4・ H5
H4・ 5は須恵器杯は回転ヘラケズリ、畿内系暗文の上師器杯、甕は口縁部形態「く」の字の武蔵甕で構成される。

IV期 (奈良時代末～平安初頭)H6
H6号住居址は底部回転糸切り離しの須恵器杯と武蔵甕で構成される。須恵器蓋は扁平な紐がつき、国縁端部が折

れるものである。須恵器杯は火欅がみられ黒色が強い。武蔵甕は日縁部形態に「コ」の字形態がみられるようになる。

な、橿菫柱建物瞳

竪穴住居址と同数の掘立柱建物址が検出された。規模は中型から大型の掘立柱建物址である。Flが梁行き3間で

あるが他は梁行きは 2間である。竪穴住居址と重複のある、H2と F3ではF3が古 く、古墳時代後期(7c代 )よ り

1日 い。H6と F8では奈良末～平安初頭の H6よ り旧いことがわかった。しかし、掘立柱建物址と竪穴住居址の関連

を直接確かめる資料はなかった。

0       11
1   .  1

第29図 入高山遺跡集落変遷図

S、 通晰遭激との問蓬

本調査区北西の道路北側で周防畑 A遺跡が発掘調査

され、やはり古墳から平安時代初頭の竪穴住居址 。掘立

柱建物址などが調査されているが、本遺跡と同時期の集

落である。この台地の縁辺に集落が展開している資料が

追加できた。

古墳時代

奈良時代

奈良末～平安時代

閂
鯰
靱
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第V章 総括

第30図 入高山遺跡土器編年図 (1)
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第V章 総括
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第12表 周防畑遺跡群入高山遺跡遺構一覧表

竪穴住居址

住居番号 出上位置 規     模
古 北 ×東 西 X深 さ (cm)

形 態 カマド・炉 火処位置 重 複 関 係 時 代 主 軸 方 位 備 考

Hl Cあ 2 424× 380× 8 長 方 形
F5・ Mlに切ら4/Lる

Dlを 切る N-24° 一W

H2 Aけ 6 400× 480× 48 長 方 形 カマ ド Jヒ   墨唐 M3・ F3を 切る N-77° 一E

H3 Aく 8 560× 580× 53 方  形 カマ ド 東 壁 N-13° 一W lL壁にI日 カマドあり。

H4 Aき 9 464× 〈400〉×52 隅丸長方形 カマ ド ゴL  墨き N-27° 一W 東側調査 EXI域外。

H5 Bき 1 476X―一X57 N-17° 一W

H6 Bこ 1 348× 364× 45 方  形 カマ ド ゴヒ  墨皆 F8を切る N-28° ―W

H7 Bく 4 428× 436× 50 方  形 カマ ド JL  E遊 N-5° ―W

H8 Dあ 3 452× 484× 50 方  形 カマ ド lL  星き N-28° 一W

掘立柱建物tlL

遺構名 様 式
出土

位置

桁行×梁問

(間 )

桁行×梁間

(m)

桁行柱間

(m)

梁間柱間

(m)
長軸方位

柱穴規模 (cm)
備 考

径 深さ

Fl 側柱式 Aこ 4 4× 3 6.40× 5。 24 1,04・ 1.20～ 1,72 1.6´-1.96 N-63° 一E 24´-44 11-37.5 南列柱穴が1個 多
い 。

F2 倶1柱式 Cあ 3 2× 2 3.64× 3.40 1.52´-2.28 1.68 N-15° 一W 36´
ヤ44 14.5´ -24 Hl・ F5に切られる。

F3 側柱式 Aく 6 4× 2 7.28× 4.40 1.6～ 2.16 2.0～ 2.4 N-67° 一E 48-100 42´V79 H2・ M31こ切らオtる。

F4 側柱式 Aこ 10 1× 2 3.60× 3.52 1.6～ 1.8 3.60 N-75° 一E 56´-68 48´-57 カクラン|こ切られる。

F5 総柱式 Cあ 2 2× 2 4.20× 3.70 1。 3～ 1.7 2.0～ 2.10 N-24° 一W 34´-54 58´V108 Hlと重なる。

F6 側柱式 Bけ 5 3× 2 4.60× 3.60 1.40´-1.60 1.80 N… 80° 一E 44´V72 40´V90

F7 側柱式 Dえ 2 一× 2 一×4.40 1.92 2.20´-2.80 N-38° 一W 48´-64 27´-29 西側 調査区外。

F8 側柱式 Bけ 1 3× 2 4.84× 4。 92 1.60´-1.72 2.40´Vl.72 N-65° 一E 44´-60 13～ 41
H6に 明られ る。

溝tlL・ 円形周溝

遺構名 出 上 位 置 1隔 (cm) 深 さ(cm) 備 考

Ⅳl l Aけ 1～Cお 3 130´-184 26´V41 東から西に低い (36cm)

M2 Cあ 1～Cお 1 56´-92 10～ 15 ' (10cm)

1/13 Aく 6～ Cあ 7 44´-72 9～ 20 ″  (23cm)

EA/11 Dあ 6 28-68 16～ 17 南北400cm×東西668cm(周溝外側の数値)

陥穴

遺構名 検出位置 平 面 形 長軸長 短軸長 深さ

(cm)

長 軸 方 位 備 考

Dl Cい 2 楕円形 N-14° ―W 杭痕は底面より36cm下 がる
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単独ビット(1)

ヽ 出上位置 規    模
長径×短径×深さ(cm)

平 面 形 覆 土 。他 重複関係 出 土 遺 物

Pl Aく 2 50× 45× 26.5 楕 円 形 黒褐色 (1いR3/1)

P2 Aけ 2 70× 50× 30 楕 円 形 黒褐色(10YR3/1)明 黄褐色(10YR7/6)ロ ーム少し含む P28を 切る 古墳 土師長胴甕胴
部 1

P3 Aけ 2 48〉〈44)く 14 円  形 黒褐色(10Yl12/2)明黄褐色(10YR7/6)ロ ーム少し含む

P4 Aけ 2 54× 38× 28 楕 円 形 にぶい黄褐色(10YRZ1/3)明 黄褐色(10YR7/6)ロ ーム少し含む P7を 切る

P5 Aく 3 34× 32× 15 円  形 黒褐色(10ヽm2/2)明黄褐色(10YR7/6)ロ ーム少し含む

P6 Aけ 4 30× 28× 22 円  形 黒褐色(lmm2/2)明黄褐色 (10YR7/6)ロ ーム少含む

P7 Aけ 2 64× 62× 29 円  形 にぶい黄褐色(10YR4/3)明 黄褐色(10YR7/6)ロ ーム少し含む
P4に切られる
P29を 切る

P8 Aけ 4 44× 34× 23 楕 円 形 にぶい黄褐色(10YR4/3)明 黄褐色(10YR7/6)ロ ーム少し含む

P9 Aけ 4 60〉〈50)く 27.5 楕 円 形 にぶい黄褐色(10YR4/3)明 黄褐色(10YR7/6)ロ ーム少し含む

P10 Aく 4 78× 60× 64.5 楕 円 形 黒褐色 (10Ⅵ2/2)明黄褐色 (10YR7/6)ロ ーム含む P55を 切る 古墳 甕 1

Pll Aく 5 44〉く30X21 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10YR4/3)

P12 Aく 5 26〉〈24X13.5 円  形 黒褐色(10YR3/1)明黄褐色(10YR7/6)ロ ーム含む

P13 Aく 5 30× 24× 23 楕 円 形 黒褐色 (10YR3/1)明黄褐色 (10YR7/6)ロ ーム含む

P14 Aけ 5 138× 94× 60 楕 円 形 灰黄褐色 (10Ⅵ閣/2)黒褐色 (10YR3/1)含 む

P15 Aく 6 52× (50)× 10 円  形 黒褐色 (1いR5/2)

P16 Aけ 5 110× 96× 54 楕 円 形 黒褐色(10YR°6/2)炭化物 褐色(10YR4/6)ロ ーム少含む 奈良 須恵杯 1

ヘラ削り縄文 邸脚
P17 Aく 4 50× 50× 36 円  形 灰黄褐色 (10YR5/2)明黄褐色 (10YR7/6)ロ ーム含む

P18 Aく 3 74× (72)× 75 円  形 黒褐色 (10YR°A/2)明黄褐色 (10YR7/6)ロ ーム含む

P19 Aく 3 56× 48× 74 楕 円 形 黒褐色 (10Ⅵ2/2)明黄褐色 (10YR7/6)ロ ーム含む

P20 Aこ 4 80× 74× 25.5 円  形 にぶい黄褐色(10Ⅵも/3)浅黄橙色(10YR8/3)ロ ーム多く含む 古墳 長胴カメ1

須恵杯 1

P21 Cあ 4 38× 30× 22 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10YR5/3)

P22 Aく 6 82× (50)× 56 楕 円 形 黒褐色 (10YR3/2)明黄褐色 (10YR7/6)ロ ーム含む 古墳  丸月同カメ1

武蔵甕2

P23 Aく 6 84× 60× 80 不整楕円形 黒褐色 (10YR3/2) 古墳 長胴カメ2

P24 Aく 6 48× 48× 25 円  形 黒褐色 (lmR2/2) 古墳 丸胴甕 1

P25 Aく 7 42)く 36× 19 楕 円 形 黒褐色 (1い磁2/2)

P26 Aく 7 116× 100× 44 長 方 形 にぶい黄褐色 (10YR5/3) P60を 切る 古墳 土師杯 内黒2

須恵甕1スリ石

P27 Aく 7 114〉く52)く 32 不整楕円形 にぶい黄褐色 (10YR5/3) P61を 切る

P28 Aけ 2 66× (52)× 30 楕 円 形 浅黄橙色(10YR8/4)。 にぶい黄褐色(1脱鶴/3)・ 黒褐色(1曖マ/3)土混在 P2に 切られる

P29 Aけ 2 28)く 16X14 円  形 黒褐色 (10YR3/1) P4・ P7に切られる

P30 Aこ 7 44)〈 40X14.5 円  形 灰黄褐色 (10YR4/2)

P31 Aこ 7 58)く 54X28 円  形 灰黄褐色 (10YR4/2)明黄褐色(lllYR7/6)ロ ーム含む H2を l」Jる

P32 Aく 8 48〉〈40X24 楕 円 形 黒褐色 (10YR2/2)

P33 Aく 8 68)く 60X22.5 楕 円 形 黒褐色 (lω殴3/2)明黄褐色(10・駅7/6)ロ ーム含む

P34 Aこ 8 50× 38× 20 楕 円 形 にぶい黄褐色 (1いR5/3)

P35 Aき 8 50× (48)× 19.5 円  形 灰黄褐色 (10YR4/2)
奈 良 須 恵 杯1底
部回1転 ヘラ削り

P36 Aき 9 50× 50× 38 円  形 灰黄褐色 (10YR4/2)

P37 Aけ 9 84× 70× 34.5 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10Ⅵ閣/3)
H3を切る
P73を 切る

P38 Aこ 7 48× 42× 35 橋 円 形 黒褐色 (10YR2/2)

P39 Aこ 7 72× 58× 24 不整楕円形 にぶい黄褐色 (10Ⅵ馬/3)
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単独ピット(2)

蠅 出上位置 規    模
長径×短径×深さ(cm)

平 面 形 覆 土 ・ 他 重複関係 出 土 遺 物

P40 Aく 9 48× 40× 29 楕 円 形 黒褐色 (10YR3/2) Pl18を 切る

P41 Aけ 7 66× 40× 25 楕 円 形 黒褐色 (lmm3/2)

P42 Aく 7 38)く 36)く 18 円  形 黒褐色(10YR3/2)

P43 Aけ 7 32× 28× 22 楕 円 形 黒褐色(10YR3/2) P62を 切る

P44 Aけ 7 44〉く38X21 楕 円 形 黒褐色 (10YR3/2) P62を 切る

P45 Aけ 7 70× 60× 36 不整楕円形 黒褐色 (10Ⅵ3/2)

P46 Aけ 7 44× 34× 18.5 楕 円 形 黒褐色(10YR3/2)

P47 Aけ 7 36× 34× 25 円  形 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 古墳 長胴甕 1

P48 Aこ 8 64〉く56〉く41 楕 円 形 にぶい黄褐色 (1いは5/3)

P49 Aこ 8 36× 36× 23 円  形 黒褐色 (10YR3/2)

P50 Aこ 9 32× 30× 32 円  形 黒褐色 (10YR3/2)

P51 Aこ 8 42× 38× 21 円  形 黒褐色(10YR3/2)

P52 Aこ 5 30〉く24)く 18 楕 円 形 黒褐色(10YR3/2)

P53 Cあ 5 44× 42× 80 円  形 灰黄褐色 (10YR4/2)

P54 Cあ 6 44×40× 23.5 円  形 黒褐色 (1いn3/2)明黄褐色(10YR7/0ロ ーム含む

P55 Aく 4 112× 58× 74.5 楕 円 形 にぶい黄褐色 (lCIYR5/3)。 黒褐色 (lCIYR3/2) P10に切らオtる

P56 Cう 5 48×42× 36.5 楕 円 形 灰黄褐色(10YR4/2)

P57 Cえ 5 48×42× 31.0 楕 円 形 黒褐色 (10YR3/2)

P58 Aこ 9 52× 36× 22.5 楕 円 形 黒褐色 (10Ⅵ2/2)

P59 Cう 6 48×42× 22.5 楕 円 形 灰黄褐色 (10YR4/2)

P60 Aく 7 72)〈 60〉く58 楕 円 形 黒褐色 (10YR°6/2) P26に 切らオLる

P61 Aく 7 (70)× 58× 36 楕 円 形 黒褐色 (10Ⅵ2/2) P271こ切られる

P62 Aけ 7 68× 60× 30 楕 円 形 灰黄褐色 (10YR4/2)
P43、 P441こ 1刀 ら
オtる

甕
品

恵
製

須
鉄

1

1

P63 Aこ 6 62〉〈54〉く29 構 円 形 にぶい黄褐色 (1いほ5/3)
須恵瓶口緑 1

古墳 土師杯 1

P64 Aけ 6 68× 60× 29 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10YR5/3)

P65 Aけ 6 40X34〉〈20 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10YR5/3)

P66 Aこ 8 52〉く44〉く24 不整楕円形 にぶい黄褐色 (10YR5/3)

P67 Cあ 10 60× 42× 28 楕 円 形 黒褐色 (10Ⅶ /1)

P68 Cあ 10 44X42〉く26 円  形 黒褐色(10YR3/1)

P69 Cあ 10 50X42〉く27 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10Ⅵも/3)

P70 Bけ 1 34X32〉く35 円  形 黒褐色(10YR3/2) 古墳 土師器杯 1

P71 Bこ 1 42× 36× 25 楕 円 形 黒褐色 (lωぽ3/2)

P72 Aこ 10 56〉く52〉く49 円  形 黒褐色 (10YR3/2)

P73 Aけ 9 (104)× 70× 23.5 不整稽円形 灰黄褐色(10YR4/2) P371こ 切らオtる 須恵甕胴部 1

古墳土師杯内黒1甕 1

P74 Aこ 10 38× 36× 19 円  形 黒褐色 (10Ⅵ薔/2)

P75 Aこ 10 46× 36× 26 権 円 形 黒褐色 (10YR3/2)

P76 Aこ 10 60〉く46X39 楕 円 形 黒褐色(10YR3/2) F4に切られる
土師器 武蔵甕 1

古墳 丸胴甕 1

P77 Cあ 10 (34)× 28× 29 橋 円 形 にぶい黄褐色(10YR5/3) F4に切 られ る

P78 Bけ 2 40〉く36X24 円  形 にぶい黄褐色 (10YR5/3)
古墳 土師器

丸月同カメ

P79 Cえ 3 24× 14× 18 楕 円 形 灰黄褐色(10YR4/2)
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単独ピット(3)

恥 出上位置 規 模
暑径×補径×深 さ(cm)

平面形 覆 土 。 他 重複関係 出 土 遺 物

P80 Cえ 3 34× 32× 10 円  形 灰黄褐色(10YR4/2)

P81 Cえ 4 30× 28× 12.5 円  形 灰黄褐色(10YR4/2)

P82 Cえ 4 46× 36× 25.5 楕 円 形 灰黄褐色(10YR4/2)

P83 Cえ 4 28× 22× 11 楕 円 形 にぶい黄褐色(10YR5/3)

P84 Cえ 4 32× 30× 16 円  形 灰黄褐色(10ⅥM/2)

P85 Cお 3 24× 20× 9.5 権 円 形 にぶい黄褐色 (10Ⅵ閣/3)

P86 Cえ 3 54× 50× 63.5 円  形

P87 Cお 2 68× 44× 58 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10YR5/3)

P88 Cお 2 48× 44× 31 円  形 にぶい黄褐色 (10Y125/3)

P89 Cあ 1 (70)× 40× 29 楕 円 形 黒褐色 (1いは3/2)

P90 Cい 4 50)く 46〉(27 不整円形 黒褐色 (10YR2/2) 古墳 土師丸 1同甕 1

P91 Bけ 1 58× 50× 38 楕 円 形 黒褐色 (10YR3/2)

P92 Bけ 1 42× 42× 31.5 円  形 にぶい黄褐色 (lCIYR5/3)

P93 Bけ 1 30× 22× 17 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10YR5/3)

P94 Bけ 2 42× 20× 39 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10YR5/3)

P95 Bけ 2 58X52)〈 36 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10Ⅵも/3)

P96 Bけ 2 52× 42× 33.5 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10Ⅵ閣/3)

P97 Aく 10 63× 52× 34 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10YR4/3)

P98 Aく 10 62× 52× 32 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10YR4/3)

P99 Aけ 10 58× 54× 32 円  形 にぶい黄褐色 (10YR4/3)

P100 Aく 10 54X48〉く35 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10Ⅵも/3)

P101 Bき 5 32× 28× 18.5 楕 円 形 黒褐色 (10YIR3/2)

P102 Bき 5 26× 24× 14.5 円 形 黒褐色 (10Ⅵ迅/2)

P103 Bき 5 26× 22× 17 楕 円 形 黒褐色 (10ゝR3/2)

P104 Bき 5 28X28X17 円  形 黒褐色 (10YR3/2)

P105 Bき 6 28× 26× 11 円  形 黒褐色 (lm磁3/2)

P106 Bく 6 24× 18× 10 楕 円 形 黒褐色(10YR3/2)

P107 Aけ 10 56× 50× 17.5 楕 円 形 黒褐色 (10Ⅵ薔/2)

P108 Aけ 10 42〉く30〉く23 楕 円 形 にぶい黄褐色(10YR5/3)

P109 Aけ 10 36X34〉く16 円  形 にぶい黄褐色 (10YR5/3)

Pl10 Bく 1 70× 48× 41 権 円 形 にぶい黄褐色 (10Ⅵも/3)
須恵器 器種不明2

土師 武蔵甕2

Plll Aく 9 40× 36× 21 円  形 黒褐色(10YR2/2) 奈良? 須恵杯 1

Pl12 Dあ 1 64× 54× 33 不整楕円形 黒褐色 (10Ⅵ2/2)

Pl13 Aく 10 30× 28× 12.5 円  形 にぶい黄褐色(10YR5/3)

Pl14 Bこ 1 34× 32× 28.5 円  形 灰黄褐色(10YR4/2)

Pl15 Bこ 2 52× 46× 32.5 楕 円 形 にぶい黄橙色(10YR6/4)

Pl16 Cあ 3 74× 66× 59 楕 円 形

Pl17 Aこ 10 30× 26× 20 楕 円 形 黒褐色 (10YR3/2)

Pl18 Aく 9 111〉(36X25 楕 円 形 黒褐色 (10Ⅵ間/2) P40に切らオLる

Pl19 Dあ 1 38)〈 36X17 円  形 黒褐色 (10Ⅵ薔/2)

P120 Bけ 3 50× 44× 19.5 楕 Fll形 黒褐色 (10Ⅵ迅/2)

′
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単独ピット(4)

M 出上位置 規      イ臭
長径×短径×深さ(cm)

平 面 形 覆 土 ・ 他 重複関係 出 土 遺 物

P121 Bこ 2 38)く 32)〈 42 権 円 形 黒褐色 (10Ⅵ迅/2)

P122 Bこ 2 44× 36× 18 楕 lD3形 黒褐色 (10ⅥB/2)

P123 Bこ 2 40× 36× 40。 1 円  形 黒褐色 (1いほ3/2)

P124 Dあ 2 38× 36× 19 円  形 黒褐色 (10YR3/2)

P125 Dあ 3 40× 38× 28 円  形 黒褐色 (lCIYR3/2)
古墳 土師器甕2

打製石斧

P126 Bこ 4 40× 32× 27.5 権 円 形 にぶい黄褐色 (10Ⅵ閣/3)

P127 Dあ 5 60× 54× 25 円  形 黒褐色 (lmぽ2/2)

P128 Dあ 5 70× 60× 32.5 楕 円 形 黒褐色 (lωm2/2) P160を切る

P129 Dい 5 50〉く40X24 楕 円 形 灰黄褐色 (10YR4/2)

P130 Dい 5 50×48× 21.5 円  形 黒褐色 (10Ⅵ薔/2)

P131 Dい 4 64× 38× 27 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10YR5/3)

P132 Dい 3 56× 34× 26 楕 円 形 黒褐色 (lmm3/2)

P133 Dあ 6 72× 64× 28 楕 円 形 黒褐色 (10YR3/2) 縄文2

P134 Dあ 6 64× 54× 22 楕 円 形 黒褐色 (lCIYR3/2)

P135 Dあ 1 52)く 34〉く37 不整楕円形 黒褐色 (10YR3/2)

P136 Bこ 2 38× 34× 29.5 円  形 にぶい黄褐色 (10YR5/3) 古墳 土師長胴カメ1

P137 Bき 3 60× 54× 33 円  形 黒褐色 (lm獣3/2)

P138 Bけ 3 48× 40× 28.5 楕 円 形 にぶい黄褐色(10YR5/3) 古墳 土師器杯 1

P139 Bこ 6 82× 70× 47.5 楕 円 形 黒褐色 (10YR3/2)
土師器 武蔵甕3

縄文 1

P140 Bき 3 58× 50× 50.5 楕 円 形 黒褐色 (10YR3/2) 古墳 土師器杯2

P141 Dう 3 38)く 34X21 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10YR5/4) P150を切る

P142 Dう 2 42× 36× 42 橋 円 形 黒褐色 (10Ⅵ迅/2)

P143 Dえ 2 60× 56× 88 円   形 にぶい黄褐色 (10Ⅵ馬/3)

P144 Dう 2 46X42〉〈26 円  形 黒褐色 (10YR3/2)

P145 Dう 1 62× 52× 50 楕 円 形 灰黄褐色 (10YR4/2)

P146 Dう 1 50× 40× 33 楕 円 形 灰黄褐色 (10YR4/2)

P147 Dい 1 50× 48× 28 円  形 黒褐色 (10Ⅵ迅/2)

P148 Dい 3 28X24X15 楕 円 形 黒褐色 (1いR3/2)

P149 Dい 22× 22× 13.5 円  形 黒褐色 (10YR3/2)

P150 Dう 3 60〉く50〉〈28 楕 円 形 灰黄褐色 (10YRZ1/2) P141に切られる

P151 Dえ 3 90× 76× 19 権 円 形 黒褐色 (10Ⅵ迅/2)

P152 Dえ 2 44× 38× 25 楕 円 形 黒褐色 (10ⅥB/2)

P153 Cう 10 70× 56× 40 楕 円 形 にぶい黄褐色 (10YR5/3)

P154 Cお 9 68× (50)× 35 楕 円 形 黒褐色 (10YR3/2)

P155 Cお 9 36× 34× 23 円  形 にぶい黄褐色(10YR5/3)

P156 Cえ 8 66X44X36 楕 円 形 黒褐色(10YR3/2)

P157 Cえ 8 80X54X39 楕 円 形 黒褐色(10YR3/2)

P158 Bこ 1 (50)× 48× 31.5 円  形 黒褐色 (lmぽ3/2) H6に切られる

P159 Cう 8 50× (40)× 24 楕 円 形 黒褐色 (1い醜3/2)

P160 Dあ 5 (50)× 50× 31 円  形 黒褐色 (10YR3/2) P128に切られる
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